
10

20

JP 7201826 B2 2023.1.10

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7201826号

(P7201826)
(24)登録日　令和4年12月26日(2022.12.26)(45)発行日　令和5年1月10日(2023.1.10)

(54)【発明の名称】　クリップ装置

(51)国際特許分類
　   Ａ６１Ｂ 17/122 (2006.01)

ＦＩ
　Ａ６１Ｂ 17/122 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2021-539086(P2021-539086)
(86)(22)出願日　 令和1年12月10日(2019.12.10)
(65)公表番号　 特表2022-525717(P2022-525717 

A)
(43)公表日　 令和4年5月19日(2022.5.19)
(86)国際出願番号　 PCT/IB2019/001322
(87)国際公開番号　 WO2020/141345
(87)国際公開日　 令和2年7月9日(2020.7.9)

審査請求日　 令和3年7月2日(2021.7.2)

(73)特許権者　 000000376
オリンパス株式会社
東京都八王子市石川町２９５１番地

(74)代理人　 100149548
弁理士　松沼  泰史

(74)代理人　 100139686
弁理士　鈴木  史朗

(74)代理人　 100147267
弁理士　大槻  真紀子

(74)代理人　 100207789
弁理士　石田  良平

(72)発明者　 湯淺  勝
東京都八王子市石川町２９５１番地  オ 
リンパス株式会社内

(72)発明者　 中村  好翔
最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 遠 位 端 か ら 近 位 端 ま で 貫 通 す る 管 路 を 有 す る 押 さ え 管 と 、
　 近 位 端 で 互 い に 連 結 さ れ た 複 数 の ク リ ッ プ ア ー ム を 有 し 、 少 な く と も 一 部 が 前 記 押 さ え  
管 の 前 記 管 路 内 に 配 置 さ れ 、 前 記 ク リ ッ プ ア ー ム の 前 記 遠 位 端 が 離 間 し て 前 記 ク リ ッ プ ア  
ー ム の 間 に 組 織 を 受 け る こ と が 可 能 な 開 形 態 と 、 前 記 ク リ ッ プ ア ー ム の 前 記 遠 位 端 同 士 が  
前 記 開 形 態 よ り 近 く 、 組 織 を 間 に 挟 む こ と が 可 能 な 閉 形 態 と 、 の 間 で 前 記 押 さ え 管 に 対 し  
て 進 退 移 動 可 能 に 構 成 さ れ た ク リ ッ プ と 、
前 記 ク リ ッ プ に 設 け ら れ る 第 一 接 続 部 と 、
　 前 記 押 さ え 管 に 設 け ら れ 、 前 記 第 一 接 続 部 と 係 合 可 能 な 第 二 接 続 部 と 、
前 記 ク リ ッ プ ア ー ム の 前 記 遠 位 端 に 回 動 可 能 に 連 結 さ れ た ジ ョ ー と 、 を 備 え 、
  前 記 ク リ ッ プ が 前 記 開 形 態 で あ る か 前 記 閉 形 態 で あ る か に 関 わ ら ず 、 前 記 第 一 接 続 部 の  
一 部 が 前 記 押 さ え 管 の 前 記 管 路 内 に 配 置 さ れ 、
  前 記 第 二 接 続 部 は 、 前 記 ク リ ッ プ が 前 記 押 さ え 管 に よ っ て 押 圧 さ れ た 前 記 閉 形 態 を 、 前  
記 第 一 接 続 部 と 係 合 す る こ と に よ り 保 持 し 、
  前 記 ジ ョ ー が 前 記 押 さ え 管 の 前 記 管 路 内 に 配 置 さ れ て い る 時 に 、 前 記 ジ ョ ー は 、 前 記 ク  
リ ッ プ ア ー ム に 平 行 な 方 向 に 延 び る よ う に 構 成 さ れ る 、 ク リ ッ プ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ジ ョ ー が 前 記 押 さ え 管 の 前 記 遠 位 端 か ら 露 出 し て い る 時 に 前 記 ク リ ッ プ ア ー ム に 対 し  
て 回 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ク リ ッ プ 装 置 。

請求項の数　10　（全38頁）
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【 請 求 項 ３ 】
前 記 押 さ え 管 は 、 前 記 ジ ョ ー が 前 記 押 さ え 管 の 前 記 管 路 内 に 配 置 さ れ て い る 時 に 、 前 記 ジ  
ョ ー が 前 記 ク リ ッ プ ア ー ム に 対 し て 回 動 す る こ と を 制 限 す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の ク リ ッ プ  
装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ク リ ッ プ ア ー ム が 前 記 開 形 態 の 時 、 前 記 ジ ョ ー は 、 前 記 ク リ ッ プ ア ー ム に 略 直 交 す る  
方 向 に 延 び る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ク リ ッ プ の 前 記 押 さ え 管 に 対 す る 進 退 ま た は 前 記 ク リ ッ プ ア ー ム の 開 閉 に 伴 っ て 、 前  
記 ジ ョ ー が 前 記 ク リ ッ プ ア ー ム に 対 し て 回 動 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ク リ ッ プ の 前 記 押 さ え 管 に 対 す る 進 退 に 伴 っ て 、 前 記 ジ ョ ー が 前 記 ク リ ッ プ ア ー ム に  
対 し て 回 動 す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 ク リ ッ プ ア ー ム の 開 閉 に 伴 っ て 、 前 記 ジ ョ ー が 前 記 ク リ ッ プ ア ー ム に 対 し て 回 動 す る  
、 請 求 項 ５ に 記 載 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 ク リ ッ プ は 、 連 結 部 材 を 有 し 、
  前 記 連 結 部 材 は 、 前 記 ジ ョ ー と 前 記 ク リ ッ プ ア ー ム と を 回 動 可 能 に 連 結 す る 、 請 求 項 １
に 記 載 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 ク リ ッ プ は 、 前 記 ジ ョ ー を 回 動 さ せ る た め の 予 荷 重 を 生 成 す る よ う に 構 成 さ れ た 突 起  
を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 ク リ ッ プ は 、 ワ イ ヤ を 有 し 、
  前 記 ク リ ッ プ ア ー ム が 前 記 押 さ え 管 に 対 し て 遠 位 側 に 前 進 す る 時 に 、 前 記 ワ イ ヤ は 、 前  
記 ク リ ッ プ ア ー ム に 対 し て 前 記 ジ ョ ー を 回 動 さ せ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 閉 鎖 デ バ イ ス は 、 創 傷 、 切 開 、 欠 損 、 穿 孔 、 お よ び 瘻 孔 を 治 療 し 、 内 出 血 を 止 め る た め  
に 使 用 で き る 。 怪 我 、 病 気 、 ま た は 外 科 的 処 置 に よ り 、 組 織 ま た は 体 壁 に 穴 が 開 く こ と が  
あ る 。 例 え ば 、 組 織 ま た は 体 壁 は 、 手 術 中 に 意 図 せ ず に 穿 孔 さ れ る な ど の 損 傷 を 受 け る 可  
能 性 が あ り 、 ま た は ヘ ル ニ ア な ど の 病 気 ま た は 損 傷 の た め に 穿 孔 さ れ る 可 能 性 が あ る 。 と  
き に は 、 外 科 的 経 管 腔 処 置 の 際 な ど に 、 意 図 的 に 組 織 ま た は 体 壁 に 穴 を あ け る 場 合 が あ る  
。 胃 腸 管 な ど の 管 腔 組 織 の 穿 孔 は 、 体 液 や 他 の 内 容 物 が 胃 や 腸 か ら 近 く の 体 腔 に 漏 れ る た  
め 、 重 篤 な 感 染 症 を 迅 速 に 制 御 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 穿 孔 を 閉 じ て 治 癒 を 促 進 す る た め に 、 内 視 鏡 的 に 閉 鎖 デ バ イ ス を 導 入 す る こ と が で き る  
。 例 え ば 、 閉 鎖 デ バ イ ス は 、 止 血 ク リ ッ プ を 体 内 の 対 象 領 域 に 搬 送 し て 、 穿 孔 の 周 囲 の 組  
織 を 把 持 し 、 出 血 ま た は 他 の 体 液 お よ び 内 容 物 の 漏 出 を 止 め る こ と が で き る 。 次 に 、 ク リ  
ッ プ を 所 定 の 位 置 に 残 し た ま ま 、 閉 鎖 デ バ イ ス を 取 り 外 す 。 ク リ ッ プ は 、 自 然 に 脱 落 す る  
か 、 創 傷 が 治 癒 し た 後 、 後 続 の 手 順 で 除 去 さ れ る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 穿 孔 の サ イ ズ や 形 状 、 ま た は 穿 孔 さ れ た 身 体 の 構 造 に よ っ て は 、 穿 孔 を 適 切 に 閉 じ て 体  
液 の 漏 れ を 防 ぐ こ と が 難 し い 場 合 が あ る 。 例 え ば 、 内 視 鏡 を 通 し て 導 入 さ れ る 止 血 ク リ ッ  
プ は 、 し ば し ば 「 ス ル ー ザ ス コ ー プ ク リ ッ プ （ ｔ ｈ ｒ ｏ ｕ ｇ ｈ － ｔ ｈ ｅ － ｓ ｃ ｏ ｐ ｅ   ｃ  
ｌ ｉ ｐ ） 」 と 称 さ れ 、 ク リ ッ プ ア ー ム の 開 口 幅 が 限 ら れ る た め 、 大 き な 欠 損 を 完 全 に 閉 鎖  
す る こ と が で き な い 。 多 く の 場 合 、 傷 を 閉 じ て 止 血 や 体 液 の 漏 れ を 止 め る た め に 、 多 く の  
ク リ ッ プ を 導 入 す る 必 要 が あ る が 、 大 き な 孔 を 完 全 に 閉 じ る こ と が 難 し く 、 合 併 症 の 可 能  
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性 が 高 ま る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 消 化 管 壁 全 層 縫 合 器 は 、 内 視 鏡 の 遠 位 端 に 閉 塞 装 置 を 取 り 付 け る た め に 、 留 置 可  
能 な 状 態 と な る 前 に 、 内 視 鏡 を 患 者 の 身 体 か ら 取 り 出 す 必 要 が あ り 、 問 題 が あ る 。 こ の よ  
う な 消 化 管 壁 全 層 縫 合 器 閉 塞 装 置 は 、 準 備 と 展 開 が 煩 雑 で あ る 。 さ ら に 、 処 置 中 に 内 視 鏡  
を 体 外 に 取 り 出 す と 、 処 置 対 象 領 域 を 見 失 う 可 能 性 が あ り 、 ま た 消 化 管 壁 全 層 縫 合 器 閉 塞  
装 置 の 準 備 お よ び 内 視 鏡 に 取 り 付 け て い る 間 に 、 穿 孔 が 大 き く な る 可 能 性 が あ る 。 消 化 管  
壁 全 層 縫 合 器 の 搬 送 は 、 し ば し ば 高 度 な ス キ ル が 要 求 さ れ る 。 消 化 管 壁 全 層 縫 合 器 の 留 置  
の 間 、 対 象 組 織 を ク リ ッ プ 内 に 引 き 込 む た め に し ば し ば 吸 引 操 作 が 行 わ れ る 。 し か し 、 吸  
引 対 象 組 織 が 内 視 鏡 の レ ン ズ を 覆 う こ と が 多 く 、 把 持 中 に 対 象 領 域 を 見 る こ と が 困 難 ま た  
は 不 可 能 に な る こ と が あ る 。 ま た 、 消 化 管 壁 全 層 縫 合 器 の ク リ ッ プ ア ー ム 構 造 は 、 ク リ ッ  
プ を 互 い に 近 接 し て 並 べ て 配 置 す る こ と が 難 し い 。 ま た 、 消 化 管 壁 全 層 縫 合 器 は 配 置 後 に  
再 配 置 で き な い 。 し た が っ て 、 特 に ク リ ッ プ が 正 し く 配 置 さ れ て い な い 場 合 は 、 消 化 管 壁  
全 層 縫 合 器 で 大 き な 穿 孔 を 完 全 に 閉 じ る こ と が 困 難 で あ り 、 合 併 症 の 可 能 性 が 高 ま る 可 能  
性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し た が っ て 、 例 え ば 食 道 、 腸 、 結 腸 、 胃 、 心 臓 等 に お け る 欠 損 、 穿 孔 、 大 き な 穿 孔 、 そ  
の 他 の 創 傷 、 消 化 管 穿 孔 、 瘻 孔 、 吻 合 部 漏 出 、 お よ び ヘ ル ニ ア を 含 む 他 の 身 体 的 欠 損 を 治  
療 で き る 改 善 さ れ た デ バ イ ス が 望 ま れ て い る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 開 示 の 実 施 形 態 は 、 ク リ ッ プ 装 置 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ク リ ッ プ 装 置 は 、 遠 位 端 か ら 近 位 端 ま で 貫 通 す る 管 路 を 有 す る 押 さ え 管 と 、 近 位 端 で 互 い  
に 連 結 さ れ た 複 数 の ク リ ッ プ ア ー ム を 有 し 、 少 な く と も 一 部 が 前 記 押 さ え 管 の 前 記 管 路 内  
に 配 置 さ れ 、 前 記 ク リ ッ プ ア ー ム の 前 記 遠 位 端 が 離 間 し て 前 記 ク リ ッ プ ア ー ム の 間 に 組 織  
を 受 け る こ と が 可 能 な 開 形 態 と 、 前 記 ク リ ッ プ ア ー ム の 前 記 遠 位 端 同 士 が 前 記 開 形 態 よ り  
近 く 、 組 織 を 間 に 挟 む こ と が 可 能 な 閉 形 態 と 、 の 間 で 前 記 押 さ え 管 に 対 し て 進 退 移 動 可 能  
に 構 成 さ れ た ク リ ッ プ と 、 前 記 ク リ ッ プ に 設 け ら れ る 第 一 接 続 部 と 、 前 記 押 さ え 管 に 設 け  
ら れ 、 前 記 第 一 接 続 部 と 係 合 可 能 な 第 二 接 続 部 と 、 前 記 ク リ ッ プ ア ー ム の 前 記 遠 位 端 に 回  
動 可 能 に 連 結 さ れ た ジ ョ ー と 、 を 備 え 、 前 記 ク リ ッ プ が 前 記 開 形 態 で あ る か 前 記 閉 形 態 で  
あ る か に 関 わ ら ず 、 前 記 第 一 接 続 部 の 一 部 が 前 記 押 さ え 管 の 前 記 管 路 内 に 配 置 さ れ 、 前 記  
第 二 接 続 部 は 、 前 記 ク リ ッ プ が 前 記 押 さ え 管 に よ っ て 押 圧 さ れ た 前 記 閉 形 態 を 、 前 記 第 一  
接 続 部 と 係 合 す る こ と に よ り 保 持 し 、 前 記 ジ ョ ー が 前 記 押 さ え 管 の 前 記 管 路 内 に 配 置 さ れ  
て い る 時 に 、 前 記 ジ ョ ー は 、 前 記 ク リ ッ プ ア ー ム に 平 行 な 方 向 に 延 び る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 詳 細 な 説 明 の 教 示 か ら 実 質 的 に 逸 脱 す る こ と な く 、 多 く の 変 更 が 可 能 で あ る 。 し た が っ  
て 、 そ の よ う な 変 更 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 定 義 さ れ た 開 示 の 範 囲 内 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の こ れ ら お よ び 他 の 態 様 お よ び 特 徴 は 、 当 業 者 が 添 付 の 図 面 と 併 せ て 以 下 の 説 明  
を 検 討 す る こ と に よ り 、 明 ら か に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ Ａ は 、 本 開 示 の 実 施 形 態 に 係 る 組 織 ク リ ッ プ 装 置 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ Ｂ お よ び １ Ｃ は 、 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 係 る デ リ バ リ デ バ イ ス を 示 す 。 図 １ Ｂ は 、  
図 １ Ｃ に 示 さ れ る デ リ バ リ デ バ イ ス の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ Ａ ～ ２ Ｃ は 、 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 係 る 離 脱 可 能 な ク リ ッ プ 接 続 機 構 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 図 ３ Ａ ～ ３ Ｃ は 、 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 係 る 離 脱 可 能 な ク リ ッ プ 接 続 機 構 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ４ は 、 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 係 る 離 脱 可 能 な ク リ ッ プ 接 続 機 構 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ５ Ａ ～ ５ Ｃ は 、 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 係 る 離 脱 可 能 な 押 さ え 管 接 続 機 構 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ６ Ａ ～ ６ Ｃ は 、 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 係 る 離 脱 可 能 な 押 さ え 管 接 続 機 構 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ７ Ａ ～ ７ Ｄ は 、 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 係 る 離 脱 可 能 な 押 さ え 管 接 続 機 構 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ８ Ａ ～ ８ Ｅ は 、 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 係 る 離 脱 可 能 な 押 さ え 管 接 続 機 構 を 示 す 図 で あ  
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ９ Ａ ～ ９ Ｃ は 、 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 係 る 離 脱 可 能 な 押 さ え 管 接 続 機 構 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ ０ Ａ ～ １ ０ Ｆ は 、 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 係 る 組 織 ク リ ッ プ 装 置 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ １ Ａ ～ １ １ Ｆ は 、 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 係 る 組 織 ク リ ッ プ 装 置 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ ２ Ａ ～ １ ２ Ｆ は 、 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 係 る 組 織 ク リ ッ プ シ ス テ ム を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ ３ Ａ ～ １ ３ Ｆ は 、 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 係 る 組 織 ク リ ッ プ シ ス テ ム を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ ４ Ａ ～ １ ４ Ｇ は 、 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 係 る 組 織 ク リ ッ プ シ ス テ ム を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ ５ Ａ ～ １ ５ Ｄ は 、 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 係 る 組 織 ク リ ッ プ シ ス テ ム を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ ６ Ａ ～ １ ６ Ｊ は 、 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 係 る 組 織 ク リ ッ プ シ ス テ ム を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ ７ Ａ ～ １ ７ Ｄ は 、 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 係 る 組 織 ク リ ッ プ 装 置 ロ ッ ク 機 構 を 示 し て  
い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ ８ Ａ ～ １ ８ Ｅ は 、 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 係 る 組 織 ク リ ッ プ 装 置 ロ ッ ク 機 構 を 示 し て  
い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 開 示 の 実 施 形 態 は 、 上 述 の 問 題 に 対 処 す る た め に 考 案 さ れ た も の で あ る 。 特 に 、 本 開  
示 の 実 施 形 態 は 、 例 え ば 、 大 き な 欠 損 お よ び 穿 孔 、 胃 腸 穿 孔 、 瘻 孔 、 吻 合 漏 出 、 お よ び ヘ  
ル ニ ア を 含 む 、 欠 損 、 穿 孔 、 お よ び 他 の 創 傷 の 治 療 、 他 の 身 体 的 欠 損 、 例 え ば 食 道 、 腸 、  
結 腸 、 胃 、 心 臓 等 に お け る 欠 損 、 穿 孔 、 大 き な 穿 孔 、 そ の 他 の 創 傷 、 消 化 管 穿 孔 、 瘻 孔 、  
吻 合 部 漏 出 、 お よ び ヘ ル ニ ア を 含 む 、 を 治 療 す る た め に 径 内 視 鏡 的 に 搬 送 で き る 組 織 ク リ  
ッ プ 装 置 お よ び シ ス テ ム を 含 む 。 本 開 示 の ク リ ッ プ 装 置 は 、 ク リ ッ プ の 数 を 減 ら し て 、 大  
き な 欠 損 、 穿 孔 、 お よ び 瘻 孔 を 迅 速 か つ 正 確 に 閉 じ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 装 置 は 、 患 者 に 予 め 挿 入 さ れ て い る 内 視 鏡 を 取 り 出 す こ と な く 導 入 で き 、 そ れ に よ り  
、 内 視 鏡 を 準 備 し て 閉 鎖 装 置 を 内 視 鏡 に 取 り 付 け る た め に 内 視 鏡 を 取 り 出 す こ と に 伴 う 問  
題 が な く な る 。 本 装 置 は 、 隙 間 を な く す た め に 可 能 な 限 り 近 く に 配 置 す る こ と が で き る 。  
例 え ば 、 複 数 の ク リ ッ プ を
使 用 す る 場 合 、 隙 間 を な く す た め に ク リ ッ プ を 並 べ て 密 に 展 開 す る こ と が で き る 。 さ ら に  
、 ク リ ッ プ 装 置 は 、 展 開 す る 前 に 再 度 開 い て 再 調 整 す る こ と が で き る 。 展 開 中 は 、 内 視 鏡  
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を 通 し て 対 象 領 域 が 見 え る 。 例 え ば 、 組 織 を ク リ ッ プ に 引 き 込 む の に 吸 引 は 必 要 な い か も  
し れ な い 。 し た が っ て 、 組 織 が 内 視 鏡 の レ ン ズ を 覆 う 可 能 性 が 減 少 す る 。 し た が っ て 、 開  
示 さ れ た ク リ ッ プ 装 置 は 、 特 別 な 訓 練 を 必 要 と せ ず に 、 少 な い 数 の ク リ ッ プ で 大 き な 欠 損  
、 穿 孔 、 お よ び 瘻 孔 を 迅 速 か つ 正 確 に 閉 鎖 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 開 示 さ れ た ク リ  
ッ プ 装 置 お よ び シ ス テ ム を 使 用 す る こ と に よ り 、 体 液 の 出 血 ま た は 漏 出 に 起 因 す る 再 介 入  
を 必 要 と す る 可 能 性 の あ る 合 併 症 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 面 と と も に 様 々 な 実 施 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。 発 明 の 原 理 の 例 示 的 な 実 施 形 態 は 、 当  
業 者 に と っ て 多 く の 改 訂 お よ び 変 形 が 明 ら か で あ る た め 、 単 に 例 示 と し て 意 図 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 開 示 さ れ た 実 施 形 態 は 、 以 下 に 説 明 す る よ う に 、 組 織 ク リ ッ プ 装 置 、 シ ス テ ム 、 お よ び  
組 織 を 把 持 す る た め の 方 法 を 含 む 。 図 １ Ａ は 、 組 織 を 寄 せ 集 め て 把 持 し 、 欠 損 、 穿 孔 、 お  
よ び 瘻 孔 を 閉 じ る た め の 例 示 的 な ク リ ッ プ 装 置 １ ０ を 示 す 。 ク リ ッ プ 装 置 １ ０ は 、 組 織 を  
掴 ん で 挟 持 す る た め の ク リ ッ プ ア ー ム を 備 え た ク リ ッ プ １ １ を 含 む 。 ク リ ッ プ １ １ は 、 組  
織 を 間 に 受 け 入 れ る た め の 開 形 態 と 、 組 織 を 挟 持 す る た め の 閉 形 態 と の 間 で 移 動 可 能 と な  
る よ う に 、 押 さ え 管 １ ２ の 管 路 内 に ス ラ イ ド 可 能 に 配 置 さ れ て い る 。 押 さ え 管 １ ２ は 、 ク  
リ ッ プ ア ー ム １ １ を 閉 形 態 に す る よ う に 径 方 向 内 側 に 圧 縮 す る よ う に 設 計 さ れ て お り 、 ク  
リ ッ プ ア ー ム １ １ が 押 さ え 管 １ ２ の 遠 位 端 か ら 外 側 に 前 進 し た と き に 、 ク リ ッ プ ア ー ム が  
径 方 向 外 側 に 弾 性 変 形 し て 開 い て 開 形 態 に な る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 ク リ ッ プ 装 置 １ ０  
は 、 体 内 の 対 象 領 域 で ク リ ッ プ 装 置 を 搬 送 お よ び 展 開 す る た め に 、 デ リ バ リ デ バ イ ス に 離  
脱 可 能 に 連 結 さ れ る 。 図 １ Ｃ は 、 ク リ ッ プ 装 置 １ ０ を 体 内 の 対 象 領 域 に 搬 送 す る た め の デ  
リ バ リ デ バ イ ス １ ３ の 例 を 示 す 。 図 １ Ｂ は 、 デ リ バ リ デ バ イ ス １ ３ の 断 面 図 を 示 す 。 例 え  
ば 、 デ リ バ リ デ バ イ ス １ ３ は 、 ク リ ッ プ 装 置 １ ０ を 対 象 領 域 に 搬 送 し 、 ク リ ッ プ １ １ を 押  
さ え 管 １ ２ の 遠 位 端 １ ２ ａ か ら 前 進 さ せ て 、 ク リ ッ プ ア ー ム １ １ が 径 方 向 外 側 に 弾 性 変 形  
し て 間 に 組 織 を 受 け 入 れ る 開 形 態 に な る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 次 に 、 押 さ え 管 １ ２ を ク  
リ ッ プ １ １ に 対 し て 遠 位 方 向 に 前 進 さ せ て 、 ク リ ッ プ ア ー ム を 引 き 込 ん で 径 方 向 内 側 に 移  
動 さ せ て 、 そ の 間 に 受 け 入 れ た 組 織 を 挟 持 し た 閉 形 態 に す る 。 閉 形 態 、 組 織 挟 持 形 態 に 動  
か す 時 、 ク リ ッ プ ア ー ム １ １ は 、 欠 損 、 穿 孔 、 ま た は 瘻 孔 の 縁 部 を 引 き 寄 せ て 孔 を 閉 じ る  
よ う に 設 計 さ れ て い る 。 次 に 、 ク リ ッ プ １ １ は 、 押 さ え 管 １ ２ に 係 合 さ れ ロ ッ ク さ れ て ク  
リ ッ プ １ １ を 閉 形 態 、 組 織 挟 持 形 態 に ロ ッ ク し て 、 欠 損 、 穿 孔 、 ま た は 瘻 孔 の 自 然 治 癒 を  
促 進 さ せ る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 次 に 、 ク リ ッ プ 装 置 １ ０ は デ リ バ リ デ バ イ ス １ ３ か ら  
離 さ れ 、 デ リ バ リ デ バ イ ス １ ３ は 後 退 さ れ て 体 外 に 取 り 出 さ れ 、 ク リ ッ プ 装 置 １ ０ は 体 内  
の 所 定 位 置 に 残 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 述 し た よ う に 、 図 １ Ａ に 示 す ク リ ッ プ 装 置 １ ０ は 、 図 １ Ｂ お よ び １ Ｃ に 示 す デ リ バ リ  
デ バ イ ス １ ３ か ら 取 り 外 し ま た は 離 脱 可 能 で あ り 、 デ リ バ リ デ バ イ ス １ ３ を 外 し た 後 に 体  
内 に 残 す よ う に 設 計 さ れ て い る 。 ク リ ッ プ 装 置 １ ０ は 、 ク リ ッ プ １ １ と 押 さ え 管 １ ２ と を  
備 え る 。 ク リ ッ プ １ １ は 、 押 さ え 管 １ ２ の 管 路 内 に 配 置 さ れ 、 遠 位 端 １ １ ａ お よ び 近 位 端  
１ １ ｂ を 含 む 。 図 １ Ａ で は 、 ク リ ッ プ １ １ の 遠 位 端 １ １ ａ は 、 押 さ え 管 １ ２ の 遠 位 端 １ ２  
ａ か ら 突 出 し て 示 さ れ て い る 。 説 明 の 便 宜 上 、 図 １ Ａ で は 、 ク リ ッ プ １ １ の 近 位 端 １ １ ｂ  
は 、 押 さ え 管 の 近 位 端 １ ２ ｂ か ら 外 側 に 延 在 し て 示 し て い る 。 し か し 、 ク リ ッ プ １ １ が 図  
１ Ａ に 示 す 位 置 に 配 置 さ れ る と き 、 ク リ ッ プ １ １ の 近 位 端 １ １ ｂ は 、 押 さ え 管 １ ２ の 管 路  
内 に 収 容 さ れ て も よ い 。 ク リ ッ プ の 近 位 端 １ １ ｂ は 、 体 内 の 対 象 領 域 へ の ク リ ッ プ １ １ の  
搬 送 お よ び 展 開 の た め に 、 デ リ バ リ デ バ イ ス １ ３ の ク リ ッ プ 接 続 部 １ ５ に 離 脱 可 能 に 連 結  
さ れ る よ う に 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ク リ ッ プ １ １ は 、 近 位 端 １ １ ｂ で 互 い に 連 結 さ れ た ク リ ッ プ ア ー ム を 含 む 。 図 １ Ａ に お  
い て 、 ク リ ッ プ １ １ は 、 放 射 状 の ア ー ム を 有 し 、 閉 形 態 で 示 さ れ る 。 ク リ ッ プ ア ー ム は 、  
放 射 状 の ク リ ッ プ ア ー ム １ １ ２ （ 図 １ ２ Ｂ に 示 す ） で も よ く 、 ま た は 放 射 状 の ク リ ッ プ ア  
ー ム ２ １ ２ （ 図 １ ３ Ｂ に 示 す ） で も よ く 、 あ る い は ク リ ッ プ ア ー ム は 、 回 動 可 能 な ジ ョ ー  
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５ １ ２ （ 図 １ ５ Ａ ） ま た は 回 動 可 能 な ジ ョ ー ６ １ ２ （ 図 １ ６ Ｂ ） が そ の 遠 位 端 １ １ ａ に 連  
結 さ れ て も よ い 。 放 射 状 ク リ ッ プ ア ー ム １ １ ２ 、 ２ １ ２ 、 お よ び 回 動 可 能 な ジ ョ ー ５ １ ２  
、 ６ １ ２ は す べ て 、 大 き な 穿 孔 、 欠 損 、 お よ び 瘻 孔 を 挟 持 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 放  
射 状 お よ び ジ ョ ー ク リ ッ プ 構 造 の 特 徴 に つ い て は 、 以 下 で さ ら に 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ク リ ッ プ １ １ は 、 開 形 態 と 閉 形 態 と の 間 で 押 さ え 管 １ ２ に 対 し て 遠 位 側 お よ び 近 位 側 に  
移 動 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 開 形 態 で は 、 ク リ ッ プ ア ー ム の 遠 位 端 １ １ ａ は 、 そ れ ら  
の 間 に 組 織 を 受 け 入 れ る た め に 互 い に 離 れ て い る （ 図 １ ２ Ｂ 、 １ ２ Ｄ 、 １ ３ Ｂ 、 １ ４ Ｂ 、  
１ ４ Ｄ 、 １ ６ Ｂ を 参 照 ） 。 閉 形 態 で は 、 ク リ ッ プ ア ー ム の 遠 位 端 １ １ ａ は 、 間 に 受 け 入 れ  
ら れ た 組 織 を 挟 持 す る た め 、 開 形 態 、 お よ び ／ ま た は 、 例 え ば 内 視 鏡 を 介 し た ク リ ッ プ デ  
バ イ ス 搬 送 時 よ り も 近 い （ 図 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｃ 、 １ ３ Ａ 、 １ ３ Ｃ 、 １ ３ Ｄ 、 １ ３ Ｅ 、 １ ４ Ａ  
、 １ ４ Ｃ 、 １ ５ Ａ 、 １ ５ Ｃ 、 １ ６ Ｃ 、 １ ６ Ｇ 、 １ ６ Ｈ 、 １ ６ Ｉ 、 お よ び １ ６ Ｄ を 参 照 ） 。  
閉 形 態 の よ り 小 さ な 輪 郭 は 、 ク リ ッ プ １ １ の 対 象 領 域 へ の 搬 送 を 容 易 に す る 。 ク リ ッ プ １  
１ は 、 弾 性 材 料 ま た は 形 状 記 憶 材 料 、 例 え ば ニ チ ノ ー ル 、 ま た は 任 意 の 他 の 適 切 な 材 料 で  
作 る こ と が で き 、 押 さ え 管 １ ２ の 遠 位 端 １ ２ ａ か ら 遠 位 方 向 に 前 進 し た と き に ク リ ッ プ ア  
ー ム が 自 動 的 に 径 方 向 に 拡 張 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ク リ ッ プ 装 置 １ ０ が 対 象 領 域 に 搬 送 さ れ た と き 、 ク リ ッ プ １ １ は 、 ク リ ッ プ ア ー ム が 押  
さ え 管 １ ２ に よ っ て 拘 束 さ れ な い よ う に 、 か つ 、 ク リ ッ プ ア ー ム が 径 方 向 に 拡 張 し て 間 に  
組 織 を 受 け 入 れ る た め の 開 形 態 と な る よ う に 、 押 さ え 管 １ ２ の 遠 位 端 １ ２ ａ か ら 遠 位 方 向  
に 前 進 す る 。 例 え ば 、 ク リ ッ プ ア ー ム １ １ は 、 ば ね の 付 勢 力 に よ り 組 織 を 受 け 入 れ 可 能 な  
開 形 態 に 拡 張 で き る 。 次 に 、 押 さ え 管 １ ２ を ク リ ッ プ １ １ に 対 し て 遠 位 方 向 に 前 進 さ せ て  
、 ク リ ッ プ ア ー ム を 互 い に 向 か う よ う に 押 圧 し 、 ク リ ッ プ １ １ を 開 形 態 か ら 閉 形 態 に 変 え  
て 組 織 を 挟 持 す る こ と が で き る 。 ク リ ッ プ １ １ が 閉 形 態 に 変 わ り 、 組 織 が ク リ ッ プ ア ー ム  
間 に 挟 持 さ れ た 後 、 ク リ ッ プ の ロ ッ ク コ ネ ク タ が 押 さ え 管 １ ２ の ロ ッ ク コ ネ ク タ と 係 合 さ  
せ 、 ク リ ッ プ １ １ を 押 さ え 管 １ ２ に ロ ッ ク す る よ う に 、 ク リ ッ プ に 対 し て 押 さ え 管 １ ２ を  
前 進 さ せ る こ と が で き る 。 次 に 、 ク リ ッ プ 装 置 １ ０ を デ リ バ リ デ バ イ ス １ ３ か ら 取 り 外 す  
こ と が で き る た め 、 デ リ バ リ デ バ イ ス １ ３ が 身 体 か ら 引 き 出 さ れ て い る 間 、 ク リ ッ プ 装 置  
１ ０ は 、 体 内 に 残 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 押 さ え 管 １ ２ は 、 図 １ Ａ に 示 す よ う に 、 ク リ ッ プ １ １ を 収 容 し 、 ク リ ッ プ ア ー ム が 押 さ  
え 管 １ ２ の 管 路 内 に 配 置 さ れ た と き に 、 ク リ ッ プ ア ー ム が 開 形 態 に 拡 張 す る の を 抑 制 す る  
よ う に 、 ク リ ッ プ １ １ の 周 囲 に 配 置 さ れ る 。 押 さ え 管 １ ２ は 、 略 円 筒 形 の 中 空 体 で あ り 、  
そ の 中 を 連 通 す る 管 路 は 、 ク リ ッ プ １ １ を 摺 動 可 能 に 受 け 入 れ 可 能 サ イ ズ で あ る 。 押 さ え  
管 １ ２ の 壁 は 、 ク リ ッ プ １ １ を 径 方 向 に 押 圧 し て 閉 形 態 に す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 押  
さ え 管 １ ２ は 、 ク リ ッ プ １ １ に 対 し て 近 位 方 向 お よ び 遠 位 方 向 に ス ラ イ ド 可 能 で あ る 。 上  
述 の よ う に 、 押 さ え 管 １ ２ は 、 組 織 が ク リ ッ プ ア ー ム 間 に 挟 持 さ れ た 後 、 閉 形 態 で ク リ ッ  
プ １ １ を ロ ッ ク す る た め の ロ ッ ク コ ネ ク タ を 含 ん で も よ い 。 さ ら に 、 押 さ え 管 １ ２ の 近 位  
端 １ ２ ｂ は 、 ク リ ッ プ 装 置 １ ０ の 搬 送 お よ び 留 置 を 容 易 に す る た め に 、 デ リ バ リ デ バ イ ス
１ ３ に 含 ま れ る 押 さ え 管 コ ネ ク タ １ ７ に 解 除 可 能 に 連 結 さ れ る よ う に 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 押 さ え 管 １ ２ は 、 解 剖 学 的 構 造 上 の 蛇 行 部 内 の 搬 送 を 容 易 に す る よ う に 湾 曲 ま た は 曲 が  
る と と も に ク リ ッ プ 装 置 の 展 開 を 容 易 に す る た め に 、 可 撓 性 部 分 を 含 む か 、 ま た は 全 長 に  
沿 っ て 可 撓 性 を 有 す る 。 例 え ば 、 押 さ え 管 １ ２ は 、 対 象 領 域 で の ク リ ッ プ １ １ の 展 開 を 容  
易 に す る た め に 曲 が っ て も よ い 。 押 さ え 管 １ ２ ま た は そ の 遠 位 端 部 な ど の 一 部 は 、 可 撓 性  
を 付 与 す る た め に レ ー ザ ー カ ッ ト に よ っ て 加 工 さ れ て も よ い 。 例 え ば 、 押 さ え 管 １ ２ は 、  
押 さ え 管 １ ２ の 一 部 ま た は 全 体 に 可 撓 性 を 与 え る た め に レ ー ザ ー 加 工 さ れ た ス テ ン レ ス 鋼  
で 作 る こ と が で き る 。 レ ー ザ ー 加 工 の 結 果 、 押 さ え 管 １ ２ は 、 圧 縮 さ れ た ば ね に 類 似 し た  
ギ ャ ッ プ を 有 す る 円 筒 形 状 を 有 す る こ と が で き る 。 こ の 構 造 は 、 解 剖 学 的 構 造 上 の 蛇 行 部  
分 に ア ク セ ス す る た め の 押 さ え 管 １ ２ の 柔 軟 性 を 向 上 さ せ る と 同 時 に 、 径 内 視 鏡 的 に 優 れ  
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た 押 し や す さ と 追 従 性 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ Ｂ 及 び 図 １ Ｃ に 示 さ れ る デ リ バ リ デ バ イ ス １ ３ は 、 制 御 部 材 １ ４ お よ び 挿 入 部 材 １  
６ を 含 む 。 制 御 部 材 １ ４ は 、 挿 入 部 材 １ ６ の 管 路 １ ６ ５ 内 に ス ラ イ ド 可 能 に 配 置 さ れ る 。  
制 御 部 材 １ ４ は 、 例 え ば 、 ワ イ ヤ ま た は ガ イ ド ワ イ ヤ で あ っ て も よ く 、 あ る い は 他 の 好 適  
な 構 造 を 有 し て い て も よ い 。 制 御 部 材 １ ４ は 、 ク リ ッ プ １ １ の 近 位 端 １ １ ｂ に 離 脱 可 能 に  
連 結 さ れ る よ う に 設 計 さ れ た ク リ ッ プ 接 続 部 １ ５ を 含 む 。 ク リ ッ プ １ １ の 近 位 端 １ １ ｂ は  
、 フ ッ ク コ ネ ク タ 、 フ ォ ー ク 接 続 部 、 ま た は 任 意 の 他 の 適 切 な 離 脱 可 能 な 連 結 を 介 し て ク  
リ ッ プ 接 続 部 １ ５ に 離 脱 可 能 に 連 結 さ れ て も よ い 。 ク リ ッ プ の 離 脱 可 能 な 連 結 は 、 以 下 で  
よ り 詳 細 に 説 明 す る 図 ２ Ａ ～ ２ Ｃ 、 ３ Ａ ～ ３ Ｃ 、 お よ び ４ に 例 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 挿 入 部 材 １ ６ は 、 螺 旋 チ ュ ー ブ ま た は 他 の 任 意 の 可 撓 性 チ ュ ー ブ で あ っ て も よ い 。 例 え  
ば 、 挿 入 部 材 １ ６ は 、 押 さ え 管 １ ２ に 関 し て 上 述 し た よ う に 、 柔 軟 性 を 付 与 す る た め に レ  
ー ザ ー 加 工 さ れ て も よ い 。 挿 入 部 材 １ ６ の 遠 位 端 は 、 押 さ え 管 １ ２ の 近 位 端 １ ２ ｂ に 解 除  
可 能 に 連 結 さ れ る よ う に 設 計 さ れ た 押 さ え 管 コ ネ ク タ １ ７ を 含 む 。 ボ ー ル と ソ ケ ッ ト 、 摩  
擦 ス ラ イ ダ ー 、 く さ び ジ ョ ー 、 ブ レ ー ク ア ウ ェ イ 、 湾 曲 可 能 な シ ー ト コ ネ ク タ 、 ま た は 任  
意 の 他 の 好 適 な 解 除 可 能 な コ ネ ク タ に よ っ て 、 押 さ え 管 １ ２ の 近 位 端 １ ２ ｂ は 、 挿 入 部 材  
１ ６ の 押 さ え 管 コ ネ ク タ １ ７ に 解 除 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 例 示 的 な 押 さ え 管 解 除 接 続 は  
、 以 下 で よ り 詳 細 に 説 明 す る 図 ５ Ａ ～ ５ Ｃ 、 ６ Ａ ～ ６ Ｃ 、 ７ Ａ ～ ７ Ｄ 、 ８ Ａ ～ ８ Ｅ 、 お よ  
び ９ Ａ ～ ９ Ｃ に 例 示 さ れ て い る 。 搬 送 装 置 １ ３ は 、 内 側 ラ イ ナ ー １ ９ お よ び 外 側 シ ー ス １  
８ も 含 む 。 内 側 ラ イ ナ ー １ ９ は 、 制 御 部 材 １ ４ が ス ラ イ ド 可 能 に 内 部 に 延 び る 管 路 １ ９ ５  
を 有 す る 。 外 側 シ ー ス １ ８ は 、 挿 入 部 材 １ ６ が ス ラ イ ド 可 能 に 内 部 に 延 び る 管 路 １ ８ ５ を  
含 む 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 デ リ バ リ デ バ イ ス １ ３ は 、 ク リ ッ プ 装 置 １ ０ を 体 内 の 対 象 領 域 に 搬 送 す る よ う に 設 計 さ  
れ て い る 。 例 え ば 、 ク リ ッ プ １ １ に 離 脱 可 能 に 連 結 さ れ た 制 御 部 材 １ ４ は 、 押 さ え 管 １ ２  
に 対 し て ク リ ッ プ １ １ を 前 進 ま た は 後 退 さ せ る た め に 前 進 ま た は 後 退 さ せ る こ と が で き る  
。 同 様 に 、 押 さ え 管 １ ２ に 離 脱 可 能 に 連 結 さ れ た 挿 入 部 材 １ ６ は 、 ク リ ッ プ １ １ に 対 し て  
押 さ え 管 １ ２ を 前 進 ま た は 後 退 さ せ る た め に 前 進 ま た は 後 退 さ せ る こ と が で き る 。 ク リ ッ  
プ １ １ が 組 織 を 集 め て 挟 持 し 、 穿 孔 ま た は 欠 損 を 閉 鎖 し 、 閉 形 態 で ロ ッ ク さ れ る と 、 ク リ  
ッ プ １ １ の 近 位 端 １ １ ｂ は 、 制 御 部 材 １ ４ の ク リ ッ プ 接 続 部 １ ５ か ら 解 除 さ れ 、 押 さ え 管  
１ ２ の 近 位 端 １ ２ ｂ は 、 押 さ え 管 コ ネ ク タ １ ７ か ら 解 除 さ れ る 。 ク リ ッ プ １ １ は 、 押 さ え  
管 １ ２ が 挿 入 部 材 １ ６ か ら 解 放 さ れ る 前 ま た は 後 に 制 御 部 材 １ ４ か ら 解 放 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 例 示 的 な 組 織 ク リ ッ プ シ ス テ ム を 以 下 に 説 明 す る 。 ク リ ッ プ 装 置 １ ０ お よ び デ リ バ リ デ  
バ イ ス １ ３ に 関 し て 上 述 の 全 て の 特 徴 は 、 以 下 で 説 明 す る 実 施 形 態 に 等 し く 適 用 可 能 で あ  
る た め 、 繰 り 返 し 説 明 し な い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ ２ Ａ ～ １ ２ Ｆ は 、 デ リ バ リ デ バ イ ス １ ３ ０ に 離 脱 可 能 に 連 結 で き る ク リ ッ プ 装 置 １  
１ ０ を 含 む 例 示 的 な ク リ ッ プ シ ス テ ム １ ０ ０ を 示 す 。 図 １ ２ Ａ お よ び １ ２ Ｂ に 示 す よ う に  
、 ク リ ッ プ 装 置 １ １ ０ は 、 ク リ ッ プ １ １ １ お よ び 押 さ え 管 １ ２ １ を 含 む 。 ク リ ッ プ 装 置 １  
１ ０ は 、 図 １ ２ Ａ の デ リ バ リ デ バ イ ス １ ３ ０ に 連 結 さ れ て お り 、 ク リ ッ プ １ １ １ が 押 さ え  
管 １ ２ １ の 管 路 内 で 閉 形 態 に あ り 、 体 内 の 対 象 領 域 へ の ク リ ッ プ 装 置 １ １ ０ の 搬 送 を 容 易  
に す る 。 ク リ ッ プ 装 置 １ １ ０ は 、 図 １ ２ Ａ に 示 す 搬 送 形 態 に あ る も の と し て 説 明 す る 。 図  
１ ２ Ｂ お よ び １ ２ Ｄ で は 、 ク リ ッ プ 装 置 １ １ ０ は 未 だ デ リ バ リ デ バ イ ス １ ３ ０ に 連 結 さ れ  
て い る が 、 ク リ ッ プ １ １ １ は 、 ク リ ッ プ ア ー ム １ １ ２ が 開 形 態 で あ る よ う に 、 押 さ え 管 １  
２ １ の 遠 位 端 か ら 遠 位 方 向 に 前 進 し て い る 。 換 言 す れ ば 、 ク リ ッ プ １ １ １ は 、 対 象 領 域 に  
展 開 さ れ 、 ク リ ッ プ ア ー ム １ １ ２ の 間 に 組 織 を 受 容 す る た め に 開 形 態 に 遷 移 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ク リ ッ プ １ １ １ は 、 対 象 組 織 を 把 ん で 挟 持 す る た め の 放 射 状 ア ー ム １ １ ２ を 含 む 。 図 １  
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２ Ｂ は 、 ５ つ の ク リ ッ プ ア ー ム １ １ ２ を 備 え た ク リ ッ プ １ １ １ を 示 す 。 し か し な が ら 、 ク  
リ ッ プ １ １ １ は 、 ク リ ッ プ が 広 い 領 域 に わ た っ て 組 織 を 確 実 に 挟 持 で き る 限 り 、 よ り 少 な  
い ま た は よ り 多 い ク リ ッ プ ア ー ム １ １ ２ を 有 す る よ う に 設 計 さ れ て も よ い 。 例 え ば 、 ク リ  
ッ プ は 、 広 い 領 域 で の 挟 持 を 容 易 に す る た め に 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ま た は そ れ 以 上 の ク リ ッ プ  
ア ー ム を 有 し て も よ い 。 ク リ ッ プ ア ー ム １ １ ２ は 、 互 い に 等 し い 角 度 で 離 間 す る か 、 ま た  
は 他 の 適 切 な 間 隔 を 有 し て も よ い 。 各 ク リ ッ プ ア ー ム １ １ ２ の 径 方 向 外 側 は 滑 ら か で あ り  
、 組 織 を 傷 つ け た り 損 傷 し た り す る 可 能 性 の あ る 突 起 や 戻 り 止 め を 備 え な い 。 図 １ ２ Ｂ に  
示 す よ う に 、 ク リ ッ プ ア ー ム １ １ ２ は 、 よ り 大 き な 欠 損 、 穿 孔 、 お よ び 瘻 孔 を 容 易 に 挟 持  
す る た め に 、 径 方 向 外 向 き に 曲 率 を 含 む 。 ク リ ッ プ ア ー ム １ １ ２ の 各 々 の 遠 位 の 自 由 端 は  
、 ク リ ッ プ ア ー ム １ １ ２ に よ る 組 織 の 把 持 を 容 易 に す る フ ッ ク ま た は バ ー ブ １ １ ３ を 含 む  
。 あ る い は 、 ク リ ッ プ ア ー ム １ １ ２ は 、 組 織 の 把 持 を 容 易 に す る の に 適 し た 任 意 の 他 の 遠  
位 端 を 含 ん で も よ い し 、 ま た は 、 ク リ ッ プ ア ー ム １ １ ２ は 、 組 織 へ の 外 傷 を 減 ら す た め に  
鈍 い ま た は 丸 い 端 を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ク リ ッ プ １ １ １ は 、 押 さ え 管 １ ２ １ の 管 路 内 に ス ラ イ ド 可 能 に 収 容 さ れ る 。 押 さ え 管 １  
２ １ は 、 ク リ ッ プ １ １ １ の ア ー ム １ １ ２ を 径 方 向 に 押 圧 し て 、 図 １ ２ Ａ お よ び １ ２ Ｃ に 示  
す よ う な 閉 形 態 に す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 ク リ ッ プ １ １ １ の ク リ ッ プ ア ー ム １ １ ２ は  
、 図 １ ２ Ｂ お よ び １ ２ Ｄ に 示 す よ う に ク リ ッ プ １ １ １ が 遠 位 方 向 に 前 進 す る と き 、 径 方 向  
に 拡 張 し て 開 形 態 に な る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 例 え ば 、 ク リ ッ プ ア ー ム １ １ ２ は 、 ば ね  
付 勢 下 に あ り 、 押 さ え 管 １ ２ １ か ら 解 放 さ れ た と き に 自 動 的 に 開 形 態 に 拡 張 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 デ リ バ リ デ バ イ ス １ ３ ０ は 、 制 御 部 材 １ ４ 、 内 ラ イ ナ ー １ ９ 、 挿 入 部 材 １ ６ １ 、 お よ び  
外 シ ー ス １ ８ １ を 含 む （ 図 １ ２ Ｆ 参 照 ） 。 外 シ ー ス １ ８ １ は 、 挿 入 部 材 １ ６ １ の 外 面 を 囲  
む よ う に 設 計 さ れ て い る が 、 本 実 施 形 態 で は ク リ ッ プ 装 置 １ １ ０ を 覆 わ な く て も よ い （ 図  
１ ２ Ａ お よ び １ ２ Ｂ 参 照 ） 。 図 １ ２ Ｅ の 断 面 図 に 示 す よ う に 、 順 に 、 外 シ ー ス １ ８ １ の 管  
路 １ ８ ５ 内 に 挿 入 部 材 １ ６ １ が 設 け ら れ 、 挿 入 部 材 １ ６ １ の 管 路 １ ６ ５ 内 に 内 ラ イ ナ ー １  
９ が 設 け ら れ 、 内 ラ イ ナ ー １ ９ の 管 路 １ ９ ５ 内 に 制 御 部 材 １ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ 、 １ ２ Ｄ 、 お よ び １ ２ Ｅ に 示 す よ う に 、 ク リ ッ プ 装 置 １ １ ０ は 、 ク リ  
ッ プ 装 置 １ １ ０ を 搬 送 お よ び 展 開 す る た め に 搬 送 装 置 １ ３ ０ に 離 脱 可 能 に 連 結 さ れ る 。 具  
体 的 に は 、 図 １ ２ Ｅ に 示 す よ う に 、 ク リ ッ プ １ １ １ の 近 位 端 １ １ ４ は 、 制 御 部 材 １ ４ の 遠  
位 端 に あ る フ ッ ク コ ネ ク タ １ ５ １ に 連 結 さ れ 、 押 さ え 管 １ ２ １ の 近 位 端 １ ２ ｂ は 、 制 御 部  
材 １ ４ の 遠 位 端 に あ る ソ ケ ッ ト コ ネ ク タ １ ７ １ に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ク リ ッ プ １ １ １ と 制 御 部 材 １ ４ と の 間 の フ ッ ク 接 続 機 構 の 詳 細 図 は 、 図 ２ Ａ ～ ２ Ｃ に 示  
さ れ て い る 。 図 ２ Ａ で は 、 フ ッ ク コ ネ ク タ １ ５ １ は 、 ク リ ッ プ １ １ １ の 近 位 端 １ １ ４ に 離  
脱 可 能 に 連 結 さ れ る 。 例 え ば 、 フ ッ ク コ ネ ク タ １ ５ １ は 、 ク リ ッ プ の 近 位 端 １ １ ４ の 開 口  
部 １ １ ４ ａ と 離 脱 可 能 に 係 合 で き る フ ッ ク １ ５ １ ａ を 含 ん で も よ い （ 図 １ ２ Ｆ 参 照 ） 。 フ  
ッ ク コ ネ ク タ １ ５ １ は 、 制 御 部 材 １ ４ を 後 退 さ せ る こ と に よ り 押 さ え 管 １ ２ １ が 押 さ え 管  
コ ネ ク タ １ ７ か ら 外 さ れ た 後 、 ク リ ッ プ １ １ １ を 離 脱 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 フ ッ ク  
コ ネ ク タ １ ５ １ が 押 さ え 管 １ ２ １ の 近 位 端 か ら 露 出 す る と 、 制 御 部 材 １ ４ の 後 退 に よ り フ  
ッ ク コ ネ ク タ １ ５ １ が 制 御 部 材 １ ４ に 対 し て 回 動 し 、 ク リ ッ プ １ １ １ の 近 位 端 １ １ ４ と の  
係 合 を 解 除 す る 。 つ ま り 、 押 さ え 管 １ ２ １ や 挿 入 部 材 １ ６ １ に よ る フ ッ ク コ ネ ク タ １ ５ １  
の 拘 束 が 解 除 さ れ る 。 し た が っ て 、 フ ッ ク コ ネ ク タ １ ５ １ は 、 回 動 し て ク リ ッ プ １ １ １ の  
近 位 端 １ １ ４ と の 係 合 を 解 除 で き る 。 そ の 後 、 制 御 部 材 １ ４ の 後 退 は 、 図 ２ Ｃ に お い て 継  
続 し 、 デ リ バ リ デ バ イ ス １ ３ を 身 体 か ら 取 り 出 す 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 押 さ え 管 １ ２ １ と 挿 入 部 材 １ ６ １ と の 間 の ボ ー ル ソ ケ ッ ト 接 続 機 構 の 詳 細 図 を 図 ５ Ａ ～  
５ Ｃ に 示 す 。 挿 入 部 材 １ ６ １ の 先 端 の ソ ケ ッ ト コ ネ ク タ １ ７ １ は 、 外 シ ー ス １ ８ １ に 形 成  
さ れ た ロ ッ ク リ ン グ １ ８ ２ に よ っ て 、 押 さ え 管 １ ２ １ の 基 端 に 形 成 さ れ た ボ ー ル コ ネ ク タ  
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１ ２ ２ を 保 持 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 外 向 き に ば ね の 荷 重 が 掛 け ら れ た ソ ケ ッ ト １ ７  
１ は 、 ロ ッ ク 歯 １ ８ ３ を 含 む ロ ッ ク リ ン グ １ ８ ２ に よ っ て 押 圧 さ れ 、 ボ ー ル １ ２ ２ を 押 さ  
え 管 １ ２ １ の 近 位 端 に 保 持 す る こ と が で き る 。 図 ５ Ａ に 示 す よ う に 。 押 さ え 管 １ ２ １ は 、  
ソ ケ ッ ト １ ７ １ の 近 位 部 分 の 周 り に 配 置 さ れ た ロ ッ ク 歯 １ ８ ３ を 含 む ロ ッ ク リ ン グ １ ８ ２  
に よ っ て 、 挿 入 部 材 １ ６ １ の ソ ケ ッ ト コ ネ ク タ １ ７ １ に 離 脱 可 能 に 連 結 さ れ 、 押 さ え 管 １  
２ １ の 近 位 端 の ボ ー ル １ ２ ２ 回 り に 対 し て ソ ケ ッ ト １ ７ １ を 押 圧 す る 。 図 ５ Ｂ に 示 す よ う  
に 、 ソ ケ ッ ト コ ネ ク タ １ ７ １ は 、 挿 入 部 材 １ ６ １ に 対 し て 外 シ ー ス １ ８ １ を 後 退 さ せ る こ  
と に よ り 、 押 さ え 管 １ ２ １ を 解 除 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 図 ５ Ｃ に 示 す よ う に 、 ロ ッ  
ク リ ン グ １ ８ ２ が ソ ケ ッ ト １ ７ １ を 解 放 す る よ う に 外 シ ー ス １ ８ １ が 後 退 す る と 、 ソ ケ ッ  
ト １ ７ １ が バ ネ に よ り 自 動 的 に 開 き （ 例 え ば 、 ソ ケ ッ ト ア ー ム １ ７ １ が 径 方 向 に 離 れ る ）  
、 押 さ え 管 １ ２ １ の 近 位 端 に 形 成 さ れ た ボ ー ル コ ネ ク タ １ ２ ２ を 解 放 す る 。 図 １ ２ Ａ ～ １  
２ Ｆ に 示 さ れ る 例 示 的 な 実 施 形 態 は 、 フ ッ ク コ ネ ク タ １ ５ １ と の ボ ー ル ソ ケ ッ ト 接 続 を 採  
用 し て い る が 、 押 さ え 管 の ボ ー ル ソ ケ ッ ト 接 続 構 造 は 、 以 下 で 説 明 す る フ ッ ク １ ５ １ 、 フ  
ッ ク ５ ５ １ 、 フ ォ ー ク ３ １ ２ 、 フ ォ ー ク ６ １ ７ 、 ま た は 他 の フ ォ ー ク ７ ５ １ コ ネ ク タ の い  
ず れ と も 互 換 性 が あ る 。 図 １ ２ Ａ ～ １ ２ Ｅ に 示 さ れ る 例 示 的 な 実 施 形 態 で は 、 押 さ え 管 １  
２ １ と 挿 入 部 材 １ ６ １ と の 間 の ボ ー ル ソ ケ ッ ト 接 続 は 、 柔 軟 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ ３ Ａ ～ １ ３ Ｆ は 、 互 い に 離 脱 可 能 に 連 結 さ れ た ク リ ッ プ 装 置 ２ １ ０ お よ び デ リ バ リ  
デ バ イ ス ２ ３ ０ を 含 む 例 示 的 な 組 織 ク リ ッ プ シ ス テ ム ２ ０ ０ を 示 す 。 図 １ ３ Ａ お よ び １ ３  
Ｂ に 示 す よ う に 、 ク リ ッ プ 装 置 ２ １ ０ は 、 ク リ ッ プ ２ １ １ お よ び 押 さ え 管 ２ ２ １ を 含 む 。  
ク リ ッ プ 装 置 ２ １ ０ は 、 押 さ え 管 ２ ２ １ の 管 路 内 に 配 置 さ れ た 閉 形 態 で あ る ク リ ッ プ ２ １  
１ と と も に 図 １ ３ Ｂ の デ リ バ リ デ バ イ ス ２ ３ ０ に 連 結 さ れ て お り 、 体 内 の 対 象 領 域 へ ク リ  
ッ プ 装 置 ２ １ ０ を 容 易 に 搬 送 す る 。 ク リ ッ プ 装 置 ２ １ ０ は 、 図 １ ３ Ａ に 示 す 搬 送 形 態 で あ  
る も の と し て 説 明 す る 。 図 １ ３ Ｂ で は 、 ク リ ッ プ 装 置 ２ １ ０ は 依 然 と し て デ リ バ リ デ バ イ  
ス ２ ３ ０ に 連 結 さ れ て い る が 、 ク リ ッ プ ２ １ １ は 、 ク リ ッ プ ア ー ム ２ １ ２ が 開 形 態 に あ る  
よ う に 、 押 さ え 管 ２ ２ １ の 遠 位 端 か ら 遠 位 方 向 に 前 進 し て い る 。 換 言 す れ ば 、 ク リ ッ プ ２  
１ １ は 、 対 象 領 域 に お い て 展 開 さ れ 、 ク リ ッ プ ア ー ム ２ １ ２ の 間 に 組 織 を 受 容 す る た め に  
開 形 態 に 遷 移 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ク リ ッ プ ２ １ １ は 、 対 象 組 織 を 掴 ん で 挟 持 す る た め の 放 射 状 の ク リ ッ プ ア ー ム ２ １ ２ を  
含 む 。 放 射 状 ク リ ッ プ ア ー ム ２ １ ２ は 、 ク リ ッ プ ア ー ム ２ １ ２ の 遠 位 端 に 当 接 ア ー チ ２ １  
４ を さ ら に 含 む こ と を 除 い て 図 １ ２ Ａ ～ １ ２ Ｆ に お い て 説 明 し た 実 施 形 態 に お け る ク リ ッ  
プ ア ー ム １ １ ２ と 同 じ で あ る 。 以 下 で よ り 詳 細 に 説 明 す る よ う に 、 ア ー チ ２ １ ４ は 、 デ リ  
バ リ デ バ イ ス ２ ３ ０ か ら の 押 さ え 管 ２ ２ １ の 取 り 外 し を 容 易 に す る た め に 、 押 さ え 管 ２ ２  
１ が 当 接 す る よ う に 設 計 さ れ た 当 接 部 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ク リ ッ プ ２ １ １ は 、 押 さ え 管 ２ ２ １ の 管 路 内 に ス ラ イ ド 可 能 に 収 容 さ れ る 。 押 さ え 管 ２  
２ １ は 、 ク リ ッ プ ２ １ １ の ア ー ム ２ １ ２ を 径 方 向 に 押 圧 し て 、 図 １ ３ Ａ 、 １ ３ Ｃ 、 お よ び  
１ ３ Ｄ に 示 す よ う な 閉 形 態 に す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 ク リ ッ プ ２ １ １ の ア ー ム ２ １ ２  
は 、 図 ３ Ｂ に 示 す よ う に 、 ク リ ッ プ ２ １ １ が 遠 位 方 向 に 前 進 し た と き に 、 径 方 向 に 拡 張 し  
て 開 形 態 に な る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 例 え ば 、 ク リ ッ プ ア ー ム ２ １ ２ は 、 押 さ え 管 ２ ２  
１ か ら 解 放 さ れ た と き に 、 自 動 的 に 開 形 態 に 拡 張 す る よ う に ば ね 付 勢 下 に あ っ て も よ い 。  
本 実 施 形 態 に お け る 押 さ え 管 ２ ２ １ は 、 ク リ ッ プ ア ー ム ２ １ ２ と と も に 回 転 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 デ リ バ リ デ バ イ ス ２ ３ ０ は 、 制 御 部 材 １ ４ 、 内 ラ イ ナ ー １ ９ 、 挿 入 部 材 ２ ６ １ 、 お よ び  
外 シ ー ス ２ ８ １ を 含 む （ 図 １ ３ Ｆ 参 照 ） 。 外 シ ー ス ２ ８ １ は 、 挿 入 部 材 ２ ６ １ の 外 面 を 取  
り 囲 む よ う に 設 計 さ れ て い る が 、 ク リ ッ プ 装 置 ２ １ ０ を 覆 わ な く て も よ い （ 図 １ ３ Ａ お よ  
び １ ３ Ｂ 参 照 ） 。 順 に 、 外 シ ー ス ２ ８ １ の 管 路 ２ ８ ５ 内 に 挿 入 部 材 ２ ６ １ が 設 け ら れ 、 挿  
入 部 材 ２ ６ １ の 管 路 ２ ６ ５ 内 に 内 ラ イ ナ ー １ ９ が 設 け ら れ 、 内 ラ イ ナ ー １ ９ の 管 路 ２ ９ ５  
内 に 制 御 部 材 １ ４ が 設 け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 １ ３ Ａ 、 １ ３ Ｂ 、 １ ３ Ｄ 、 お よ び １ ３ Ｅ に 示 す よ う に 、 ク リ ッ プ 装 置 ２ １ ０ は 、 ク リ  
ッ プ 装 置 ２ １ ０ を 搬 送 お よ び 展 開 す る た め の デ リ バ リ デ バ イ ス ２ ３ ０ に 離 脱 可 能 に 連 結 さ  
れ る 。 具 体 的 に は 、 図 １ ３ Ｄ お よ び １ ３ Ｅ に 示 す よ う に 、 ク リ ッ プ ２ １ １ の 近 位 端 １ １ ４  
は 、 制 御 部 材 １ ４ の 遠 位 端 に お い て フ ッ ク コ ネ ク タ １ ５ １ に 連 結 さ れ 、 押 さ え 管 ２ ２ １ の  
近 位 端 ２ ２ ２ は 、 挿 入 部 材 ２ ６ １ の 遠 位 端 に お い て 制 御 部 材 １ ４ の 破 断 コ ネ ク タ ２ ７ １ に  
連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 フ ッ ク コ ネ ク タ １ ５ １ と ク リ ッ プ ２ １ １ の 近 位 端 １ １ ４ と の 間 の フ ッ ク 接 続 は 、 上 述 の  
も の と 同 じ で あ る た め 、 こ こ で は 繰 り 返 し 説 明 し な い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 押 さ え 管 ２ ２ １ を 挿 入 部 材 ２ ６ １ に 離 脱 可 能 に 連 結 す る た め の 破 断 コ ネ ク タ ２ ７ １ の 詳  
細 を 図 ８ Ａ ～ ８ Ｅ に 示 す 。 図 ８ Ａ お よ び 図 ８ Ｂ に 示 す よ う に 、 破 断 コ ネ ク タ ２ ７ １ の 内 面  
に 形 成 さ れ た リ ッ プ ２ ７ ３ は 、 押 さ え 管 ２ ２ １ の 近 位 端 の 外 面 に 形 成 さ れ た 接 続 リ ッ プ ２  
２ ２ と 係 合 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 破 断 コ ネ ク タ ２ ７ １ は 、 破 断 部 分 ２ ７ ２ を 含 む （  
図 ８ Ａ お よ び 図 ８ Ｂ （ 図 １ ３ Ｅ も 参 照 ） で は 破 断 し て い な い ） 。 破 断 コ ネ ク タ ２ ７ １ か ら  
押 さ え 管 ２ ２ １ を 外 す た め に 、 挿 入 部 材 ２ ６ １ は 、 押 さ え 管 ２ ２ １ に 対 し て 遠 位 方 向 に 短  
い 距 離 だ け 前 進 さ せ る 。 挿 入 部 材 ２ ６ １ を 遠 位 方 向 に 前 進 さ せ る と 、 図 １ ３ Ｄ に 示 す よ う  
に 、 押 さ え 管 ２ ２ １ の 遠 位 端 が ク リ ッ プ ア ー ム ２ １ ２ の 遠 位 端 に 形 成 さ れ た ア ー チ 状 の 当  
接 部 ２ ４ １ に 当 接 す る 。 こ れ に よ り 、 押 さ え 管 ２ ２ １ が 挿 入 部 材 ２ ６ １ と と も に 前 進 す る  
こ と が 防 止 さ れ る 。 す な わ ち 、 挿 入 部 材 ２ ６ １ は 、 破 断 部 ２ ７ ２ を 破 断 す る た め に 、 押 さ  
え 管 ２ ２ １ に 対 し て 遠 位 方 向 に 短 い 距 離 だ け 前 進 せ る こ と が で き る 。 挿 入 部 材 が 遠 位 方 向  
に 前 進 す る と 、 リ ッ プ ２ ７ ３ の テ ー パ ー 面 ２ ７ ３ ａ が 押 さ え 管 ２ ２ １ の テ ー パ ー 面 ２ ２ １  
ａ に 沿 っ て 前 進 し （ 図 ８ Ａ 参 照 ） 、 径 方 向 外 向 き の 力 が 破 断 コ ネ ク タ の 壁 に 加 え ら れ 、 破  
断 部 ２ ７ ２ に 破 断 力 を 加 え る 。 そ の 結 果 、 図 ８ Ｃ に 示 す よ う に 、 破 断 部 ２ ７ ２ が 破 断 す る  
。 次 に 、 挿 入 部 材 ２ ６ １ を 近 位 方 向 に 後 退 さ せ て 、 破 断 コ ネ ク タ ２ ７ １ を 押 さ え 管 ２ ２ １  
の 近 位 端 ２ ２ ２ か ら 完 全 に 分 離 す る 。 図 ８ Ｄ お よ び ８ Ｅ に 示 し 、 か つ 上 述 の 通 り 、 破 断 コ  
ネ ク タ ２ ７ １ と 押 さ え 管 ２ ２ １ の 近 位 端 ２ ２ ２ と の 係 合 を 解 除 し た 後 、 フ ッ ク コ ネ ク タ １  
５ １ を ク リ ッ プ １ １ １ の 近 位 端 １ １ ４ か ら 解 放 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 １ ２ Ａ ～ １ ２ Ｆ お よ び １ ３ Ａ ～ １ ３ Ｆ に 示 す 例 示 的 な 実 施 形 態 に お い て 、 外 シ ー ス １  
８ １ 、 ２ ８ １ は 、 ク リ ッ プ １ １ １ 、 ２ １ １ を 覆 う よ う に は 設 計 さ れ て い な い 。 し か し 、 把  
持 方 式 は こ の よ う な 構 成 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 以 下 に 説 明 す る 例 示 的 な 実 施 形 態 で は  
、 シ ー ス ３ ８ １ は ク リ ッ プ ３ １ １ を 覆 う よ う に 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 １ ４ Ａ ～ １ ４ Ｇ は 、 デ リ バ リ デ バ イ ス ３ ３ ０ に 離 脱 可 能 に 連 結 さ れ た ク リ ッ プ 装 置 ３  
１ ０ を 含 む 例 示 的 な 組 織 ク リ ッ プ シ ス テ ム ３ ０ ０ を 示 す 。 図 １ ４ Ａ に 示 す よ う に 、 ク リ ッ  
プ 装 置 ３ １ ０ は 、 ク リ ッ プ ３ １ １ お よ び 押 さ え 管 ３ ２ １ を 含 む 。 ク リ ッ プ 装 置 ３ １ ０ は 、  
体 内 の 対 象 領 域 へ の ク リ ッ プ 装 置 ３ １ ０ の 搬 送 を 容 易 に す る た め に 、 ク リ ッ プ ３ １ １ が 押  
さ え 管 ３ ２ １ の 管 路 の 内 側 で 閉 形 態 に あ る ク リ ッ プ ３ １ １ と と も に 図 １ ４ Ａ に 示 す デ リ バ  
リ デ バ イ ス ３ ３ ０ に 連 結 さ れ て い る 。 図 １ ４ Ａ に 示 す よ う に 、 デ リ バ リ デ バ イ ス ３ ３ ０ の  
シ ー ス ３ ８ １ は 、 ク リ ッ プ 装 置 ３ １ ０ を 覆 う よ う に 設 計 さ れ て い る 。 図 １ ４ Ａ で は 、 ク リ  
ッ プ 装 置 ３ １ ０ は 、 搬 送 形 態 に あ る も の と し て 説 明 す る 。 図 １ ４ Ｂ お よ び １ ４ Ｄ で は 、 ク  
リ ッ プ 装 置 ３ １ ０ は 未 だ デ リ バ リ デ バ イ ス ３ ３ ０ に 連 結 さ れ て い る が 、 シ ー ス ３ ８ １ は 近  
位 側 に 後 退 し て お り 、 お よ び ／ ま た は ク リ ッ プ 装 置 ３ １ ０ は シ ー ス ３ ８ １ か ら 遠 位 に 前 進  
し て お り 、 ク リ ッ プ ３ １ １ は 、 ク リ ッ プ ア ー ム １ １ ２ が 開 形 態 に な る よ う に 、 遠 位 側 に 前  
進 し て 押 さ え 管 ３ ２ １ の 遠 位 端 か ら 外 に 出 て い る 。 換 言 す れ ば 、 ク リ ッ プ ３ １ １ は 、 対 象  
領 域 に 展 開 さ れ 、 ク リ ッ プ ア ー ム １ １ ２ の 間 に 組 織 を 受 け 入 れ る た め に 開 形 態 に 遷 移 さ れ  
る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
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　 ク リ ッ プ ３ １ １ は 、 対 象 組 織 を 掴 ん で 挟 持 す る た め の 放 射 状 ア ー ム １ １ ２ を 含 む 。 放 射  
状 ク リ ッ プ ア ー ム １ １ ２ は 、 図 １ ２ Ａ ～ １ ２ Ｆ に 関 す る 上 述 の 実 施 形 態 に お け る ク リ ッ プ  
ア ー ム １ １ ２ と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ク リ ッ プ ３ １ １ は 、 押 さ え 管 ３ ２ １ の 管 路 内 に ス ラ イ ド 可 能 に 収 容 さ れ る 。 押 さ え 管 ３  
２ １ は 、 ク リ ッ プ ３ １ １ の ア ー ム １ １ ２ を 径 方 向 に 押 圧 し て 、 図 １ ４ Ａ お よ び １ ４ Ｃ に 示  
す よ う な 閉 形 態 に す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 ク リ ッ プ ３ １ １ の ア ー ム １ １ ２ は 、 ク リ ッ  
プ ３ １ １ が 遠 位 方 向 に 前 進 し た と き 、 図 １ ４ Ｂ お よ び １ ４ Ｄ に 示 す よ う に 、 径 方 向 に 拡 張  
し て 開 形 態 に な る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 例 え ば 、 ク リ ッ プ ア ー ム １ １ ２ は 、 押 さ え 管 ３  
２ １ か ら 解 放 さ れ た と き に 自 動 的 に 開 形 態 に 拡 張 す る よ う に 、 ば ね 付 勢 下 に あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 デ リ バ リ デ バ イ ス ３ ３ ０ は 、 制 御 部 材 １ ４ 、 内 ラ イ ナ ー １ ９ 、 挿 入 部 材 ３ ６ １ 、 お よ び  
外 シ ー ス ３ ８ １ を 含 む （ 図 １ ２ Ｆ 参 照 ） 。 外 シ ー ス ３ ８ １ は 、 挿 入 部 材 ３ ６ １ の 外 面 を 取  
り 囲 む よ う に 設 計 さ れ て お り 、 例 え ば 、 体 内 の 対 象 領 域 へ の ク リ ッ プ 装 置 ３ １ ０ の 搬 送 中  
に ク リ ッ プ 装 置 ３ １ ０ を 覆 っ て も よ い （ 図 １ ４ Ａ 参 照 ） 。 図 １ ４ Ｄ お よ び 図 １ ４ Ｅ に 示 す  
よ う に 、 順 に 、 制 御 部 材 １ ４ は 内 ラ イ ナ ー １ ９ の 管 路 １ ９ ５ 内 に 配 置 さ れ 、 内 ラ イ ナ ー １  
９ は 挿 入 部 材 ３ ６ １ の 管 路 ３ ６ ５ 内 に 配 置 さ れ 、 挿 入 部 材 ３ ６ １ は 、 外 シ ー ス ３ ８ １ の 管  
路 ３ ８ ５ 内 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 １ ４ Ａ 、 １ ４ Ｂ 、 １ ４ Ｄ 、 お よ び １ ４ Ｅ に 示 す よ う に 、 ク リ ッ プ 装 置 ３ １ ０ は 、 ク リ  
ッ プ 装 置 ３ １ ０ の 搬 送 お よ び 展 開 の た め に 、 デ リ バ リ デ バ イ ス ３ ３ ０ に 離 脱 可 能 に 連 結 さ  
れ る 。 具 体 的 に は 、 図 １ ４ Ｄ お よ び １ ４ Ｅ に 示 す よ う に 、 フ ォ ー ク 接 続 部 ３ １ ２ が ク リ ッ  
プ ３ １ １ の 近 位 端 に 形 成 さ れ 、 制 御 部 材 １ ４ の 遠 位 端 に あ る ク リ ッ プ 接 続 部 ３ ５ １ に 離 脱  
可 能 に 連 結 さ れ る 。 押 さ え 管 ３ ２ １ の 近 位 端 ３ ２ ２ は 、 挿 入 部 材 ３ ６ １ の 遠 位 端 の 楔 ジ ョ  
ー 接 続 部 ３ ７ １ に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ク リ ッ プ ３ １ １ １ の 近 位 端 に あ る フ ォ ー ク 接 続 部 ３ １ ２ と 、 制 御 部 材 １ ４ の 遠 位 端 に 形  
成 さ れ た ク リ ッ プ 接 続 部 ３ ５ １ と の 間 の フ ォ ー ク 接 続 機 構 の 詳 細 図 を 図 ３ Ａ ～ ３ Ｃ に 示 す  
。 図 １ ４ Ｇ に 示 す よ う に 、 ク リ ッ プ 接 続 部 ３ ５ １ は 、 ク リ ッ プ 接 続 部 ３ ５ １ の 残 り の 部 分  
よ り も 小 さ い 直 径 を 有 す る キ ャ ッ チ ３ ５ １ ａ を 含 ん で も よ い 。 キ ャ ッ チ ３ ５ １ ａ は 、 ク リ  
ッ プ ３ １ １ の フ ォ ー ク 接 続 部 ３ １ ２ の フ ォ ー ク ア ー ム ３ １ ２ ａ 、 ３ １ ２ ｂ に よ っ て 画 定 さ  
れ る 領 域 内 に 設 け ら れ 、 ク リ ッ プ ３ １ １ と 搬 送 装 置 １ ３ の 制 御 部 材 １ ４ と を 取 り 外 し 可 能  
に 連 結 す る 。 例 え ば 、 ク リ ッ プ ３ １ １ の フ ォ ー ク 接 続 部 ３ １ ２ は 、 図 ３ Ａ に お け る 制 御 部  
材 １ ４ の ク リ ッ プ 接 続 部 ３ ５ １ に 離 脱 可 能 に 連 結 さ れ る 。 ク リ ッ プ ３ １ １ が 閉 位 置 で 押 さ  
え 管 ３ ２ １ に ロ ッ ク さ れ た 後 で あ る が 、 押 さ え 管 ３ ２ １ が 押 さ え 管 コ ネ ク タ ３ １ ７ か ら 外  
さ れ る 前 に 、 制 御 部 材 １ ４ を 後 退 さ せ る こ と に よ り フ ォ ー ク 接 続 が 解 除 さ れ る 。 制 御 部 材  
１ ４ を 後 退 さ せ る と 、 フ ォ ー ク 接 続 部 ３ １ ２ の ア ー ム が 径 方 向 に 広 が り 、 図 ３ Ｂ に 示 す よ  
う に 、 ク リ ッ プ 接 続 部 ３ ５ １ の キ ャ ッ チ ３ ５ １ ａ を 解 放 す る 。 す な わ ち 、 フ ォ ー ク 接 続 ア  
ー ム ３ １ ２ は 、 キ ャ ッ チ ３ ５ １ ａ の 引 張 力 に 応 じ て 径 方 向 に 分 離 す る 。 図 １ ４ Ｇ に 示 す よ  
う に キ ャ ッ チ ３ ５ １ ａ は 、 フ ォ ー ク ア ー ム ３ １ ２ ａ 、 ３ １ ２ ｂ か ら の キ ャ ッ チ ３ ５ １ ａ の  
離 脱 を 容 易 に す る た め に 、 テ ー パ ー 面 を 有 し て も よ い 。 同 様 に 、 フ ォ ー ク ア ー ム ３ １ ２ ａ  
お よ び ３ １ ２ ｂ も テ ー パ ー 形 状 に し て も よ い 。 次 に 、 図 ３ Ｃ に 示 す よ う に 、 ク リ ッ プ 接 続  
部 ３ ５ １ が フ ォ ー ク 接 続 部 ３ １ ２ か ら 完 全 に 外 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 挿 入 部 材 ３ ６ １ の 遠 位 端 に あ る 楔 ジ ョ ー 接 続 部 ３ ７ １ と 押 さ え 管 ３ ２ １ の 近 位 端 と の 間  
の 楔 ア ー ム 接 続 機 構 の 詳 細 図 を 図 ７ Ａ ～ ７ Ｄ に 示 す 。 図 ７ Ａ に 示 す よ う に 、 楔 ジ ョ ー 接 続  
部 ３ ７ １ は 、 押 さ え 管 ３ ２ １ の 近 位 端 の コ ネ ク タ ３ ２ ２ に 離 脱 可 能 に 係 合 す る ジ ョ ー ３ ７  
１ ａ 、 ３ ７ １ ｂ を 含 む 。 押 さ え 管 ３ ２ １ は 、 図 ７ Ｂ に お け る 楔 ジ ョ ー 接 続 部 ３ ７ １ と 連 結  
す る 。 楔 ジ ョ ー 接 続 部 ３ ７ １ は 、 制 御 部 材 １ ４ を 近 位 方 向 に 引 く こ と に よ っ て 押 さ え 管 ３  
２ １ を 解 放 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 図 ７ Ｂ に 示 す よ う に 、 ク リ ッ プ ３ １  
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１ の 近 位 端 に あ る フ ォ ー ク 接 続 部 ３ １ ２ が 、 挿 入 部 材 ３ ６ １ の 遠 位 端 に あ る ク リ ッ プ 接 続  
部 ３ ５ １ と の 係 合 を 解 除 す る 。 制 御 部 材 １ ４ の 牽 引 を 続 け る と 、 図 ７ Ｃ に 示 す よ う に 、 楔  
ジ ョ ー 接 続 部 ３ ７ １ が 押 さ え 管 ３ ２ １ の 近 位 端 コ ネ ク タ ３ ２ ２ を 開 い て 解 放 す る 力 が 作 用  
す る 。 特 に 、 楔 ジ ョ ー ３ ７ １ ａ 、 ３ ７ １ ｂ は 、 押 さ え 管 ３ ２ １ の 近 位 端 に あ る コ ネ ク タ ３  
２ ２ を 解 放 す る た め に 、 径 方 向 に 互 い に 離 れ る 。 次 に 、 図 ７ Ｄ に 示 す よ う に 、 ク リ ッ プ 装  
置 １ ０ が 搬 送 装 置 １ ３ か ら 完 全 に 解 放 さ れ る よ う に 押 さ え 管 ３ ２ １ を く さ び ジ ョ ー 接 続 部  
３ ７ １ か ら 完 全 に 解 放 す る こ と が で き る 。 楔 ジ ョ ー 接 続 部 ３ ７ １ は 、 フ ォ ー ク 接 続 部 ７ ５  
１ と 同 様 に フ ォ ー ク 接 続 部 ３ １ ２ （ ６ １ ７ と 同 じ ） と 互 換 性 が あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 上 述 の 例 示 的 な 実 施 形 態 で は 、 ク リ ッ プ １ １ １ 、 ２ １ １ 、 お よ び ３ １ １ は 、 組 織 を 集 め  
て 挟 持 す る た め の 放 射 状 の ク リ ッ プ ア ー ム １ １ ２ 、 ２ １ ２ を 含 ん で い た 。 し か し 、 ク リ ッ  
プ 装 置 は こ の よ う な 構 成 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 ク リ ッ プ は 、 代 替 と し て 、 以 下 の 例 示  
的 な 実 施 形 態 で 論 じ る よ う に 、 組 織 を 集 め て 挟 持 す る た め に 、 ク リ ッ プ ア ー ム の 遠 位 端 に  
回 動 可 能 な ジ ョ ー を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 １ ５ Ａ ～ １ ５ Ｄ は 、 デ リ バ リ デ バ イ ス ５ ３ ０ に 離 脱 可 能 に 連 結 さ れ た ク リ ッ プ 装 置 ５  
１ ０ を 含 む 例 示 的 な 組 織 ク リ ッ プ シ ス テ ム ５ ０ ０ を 示 す 。 図 １ ５ Ａ お よ び １ ５ Ｂ に 示 す よ  
う に 、 ク リ ッ プ 装 置 ５ １ ０ は 、 ク リ ッ プ ５ １ １ お よ び 押 さ え 管 ５ ２ １ を 含 む 。 ク リ ッ プ 装  
置 ５ １ ０ は 、 図 １ ５ の デ リ バ リ デ バ イ ス ５ ３ ０ に 連 結 さ れ る 。 ク リ ッ プ 装 置 ５ １ ０ は 、 体  
内 の 対 象 領 域 へ の ク リ ッ プ 装 置 ５ １ ０ の 搬 送 を 容 易 に す る た め に 、 ク リ ッ プ 装 置 ５ １ ０ は  
、 押 さ え 管 ５ ２ １ の 管 路 内 で 閉 形 態 に あ る ク リ ッ プ ５ １ １ と と も に 図 １ ５ Ｂ に 示 す デ リ バ  
リ デ バ イ ス ５ ３ １ に 連 結 さ れ て い る 。 図 １ ５ Ｂ で は ク リ ッ プ 装 置 ５ １ ０ は 搬 送 形 態 に あ る  
も の と し て 説 明 で き る 。 図 １ ５ Ａ で は 、 ク リ ッ プ 装 置 ５ １ ０ は 未 だ デ リ バ リ デ バ イ ス ５ ３  
０ に 連 結 さ れ て い る が 、 ク リ ッ プ ５ １ １ が 押 さ え 管 ５ ２ １ の 遠 位 端 か ら 遠 位 方 向 に 前 進 し  
て い る 。 図 １ ５ Ａ に お い て 、 ク リ ッ プ ５ １ １ は 閉 形 態 で 示 さ れ て い る が 、 ク リ ッ プ ５ １ １  
が 押 さ え 管 ５ ２ １ か ら 遠 く ま で 前 進 す る と 、 開 形 態 に 拡 張 し 始 め る 。 言 い 換 え れ ば 、 図 １  
５ Ａ に お い て 、 挟 持 す る 組 織 を 受 け 入 れ る た め に 、 ク リ ッ プ ５ １ １ は 、 対 象 領 域 に 展 開 さ  
れ 開 形 態 に 遷 移 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 ク リ ッ プ ５ １ １ は 、 図 １ ５ Ｃ お よ び １ ５ Ｄ に 示 す よ う に 、 遠 位 端 に 連  
結 さ れ た 回 動 可 能 な ジ ョ ー ５ １ ２ ａ 、 ５ １ ２ ｂ を 備 え た ２ つ の ク リ ッ プ ア ー ム ５ １ １ ａ 、  
５ １ １ ｂ を 含 む 。 回 動 可 能 な ジ ョ ー ５ １ ２ ａ 、 ５ １ ２ ｂ は 、 組 織 を 集 め て 挟 持 す る よ う に  
設 計 さ れ て い る 。 例 え ば 、 ジ ョ ー ５ １ ２ ａ 、 ５ １ ２ ｂ は 、 組 織 を 容 易 に 挟 持 す る た め に 歯  
５ １ ３ ａ 、 ５ １ ３ ｂ （ 図 １ ５ Ｄ 参 照 ） を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 １ ０ Ａ ～ １ ０ Ｆ に も 回 動 可 能 な ジ ョ ー ５ １ ２ の 詳 細 図 を 示 し て い る 。 ジ ョ ー ５ １ ２ ａ  
、 ５ １ ２ ｂ は 、 ク リ ッ プ ア ー ム ５ １ １ ａ 、 ５ １ １ ｂ の 遠 位 端 に 旋 回 可 能 に 連 結 さ れ る 。 例  
え ば 、 図 １ ５ Ｄ に お い て 、 リ ベ ッ ト ５ １ ４ ａ お よ び ５ １ ４ ｂ は 、 ジ ョ ー ５ １ ２ ａ 、 ５ １ ２  
ｂ を ク リ ッ プ ア ー ム ５ １ １ ａ 、 ５ １ １ ｂ に 回 動 可 能 に 連 結 す る た め に 用 い ら れ る 。 リ ベ ッ  
ト ５ １ ４ ａ は 、 ジ ョ ー ５ １ ２ ａ を ク リ ッ プ ア ー ム ５ １ １ ａ に 回 動 可 能 に 連 結 す る よ う に 、  
ジ ョ ー ５ １ ２ ａ の 開 口 部 ５ １ ５ ａ お よ び ク リ ッ プ ア ー ム ５ １ １ の 開 口 部 ５ １ ９ を 通 っ て 延  
び る 。 同 様 に 、 リ ベ ッ ト ５ １ ４ ｂ は 、 ジ ョ ー ５ １ ２ ｂ を ク リ ッ プ ア ー ム ５ １ １ ａ に 回 動 可  
能 に 連 結 す る よ う に 、 ジ ョ ー ５ １ ２ ｂ の 開 口 部 ５ １ ５ ｂ お よ び ク リ ッ プ ア ー ム ５ １ １ ｂ の  
開 口 部 （ 図 示 せ ず ） を 通 っ て 延 び る 。 ク リ ッ プ ５ １ １ は 、 ジ ョ ー ５ １ ２ を ア ー ム ５ １ １ に  
連 結 す る た め の リ ベ ッ ト ５ １ ４ を 用 い た 例 に 限 定 さ れ な い 。 ジ ョ ー ５ １ ２ を ア ー ム ５ １ １  
回 動 可 能 に 取 り 付 け る た め の 他 の 適 切 な 接 続 機 構 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 １ ０ Ｃ に 示 す よ う に 、 ジ ョ ー ５ １ ２ ａ 、 ５ １ ２ ｂ は 、 搬 送 の た め に 押 さ え 管 ５ ２ １ の  
管 路 内 に 嵌 合 し て 、 ク リ ッ プ ア ー ム ５ １ １ ａ 、 ５ １ １ ｂ と 実 質 的 に 平 行 に な る よ う に 設 計  
さ れ て い る 。 押 さ え 管 ５ ２ １ は 、 ク リ ッ プ ア ー ム ５ １ １ を 径 方 向 に 押 圧 し て 、 図 １ ５ Ｂ に  
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示 す よ う な 閉 形 態 に す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 ク リ ッ プ ア ー ム ５ １ １ は 、 ク リ ッ プ ５ １  
１ が 遠 位 方 向 に 前 進 し た と き に 、 径 方 向 に 拡 張 し て 開 形 態 に な る よ う に 設 計 さ れ て い る 。  
例 え ば 、 ク リ ッ プ ア ー ム ５ １ １ は 、 ス テ ン レ ス 鋼 の ス プ リ ン グ ア ー ム で あ っ て も よ い 。 押  
さ え 管 ５ ２ １ は 、 ジ ョ ー ５ １ ２ ａ 、 ５ １ ２ ｂ が 押 さ え 管 ５ ２ １ の 管 路 内 に 配 置 さ れ て い る  
と き に 、 ジ ョ ー ５ １ ２ ａ 、 ５ １ ２ ｂ が ク リ ッ プ ア ー ム ５ １ １ ａ 、 ５ １ １ ｂ に 対 し て 回 動 す  
る の を 制 限 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ク リ ッ プ ５ １ １ が 押 さ え 管 ５ ２ １ を 通 っ て 遠 位 方 向 に 前 進 し 、 ジ ョ ー ５ １ ２ ａ 、 ５ １ ２  
ｂ が 押 さ え 管 ５ ２ １ の 拘 束 か ら 解 放 さ れ る と 、 ジ ョ ー ５ １ ２ ａ 、 ５ １ ２ ｂ は 、 図 １ ０ Ｃ お  
よ び １ ０ Ｄ に 示 す よ う に 、 ア ー ム ５ １ １ ａ 、 ５ １ １ ｂ に 対 し て 自 動 的 に 回 動 し 始 め る 。 図  
１ ０ Ａ お よ び １ ０ Ｂ に 示 す よ う に 、 ジ ョ ー ５ １ ２ ａ 、 ５ １ ２ ｂ を 回 動 さ せ る た め の 予 荷 重  
が 生 じ る よ う に 、 ア ー ム ５ １ １ ａ 、 ５ １ １ ｂ の 遠 位 端 に 湾 曲 し た 表 面 ま た は 突 起 ５ １ ８ ａ  
、 ５ １ ８ ｂ が 設 け ら れ て も よ い 。 ク リ ッ プ ア ー ム ５ １ １ ａ 、 ５ １ １ ｂ に 対 し て ジ ョ ー ５ １  
２ ａ 、 ５ １ ２ ｂ を 完 全 に 回 動 さ せ る た め に 、 図 １ ０ Ｅ ～ １ ０ Ｆ に 示 す よ う に 、 ジ ョ ー ５ １  
２ ａ 、 ５ １ ２ ｂ が 押 さ え 管 ５ ２ １ の 遠 位 端 に 当 接 す る よ う に 、 ク リ ッ プ を 近 位 方 向 に 短 い  
距 離 だ け 後 退 さ せ る こ と が で き る 。 図 １ ０ Ｆ に 示 す よ う に 、 ジ ョ ー ５ １ ２ ａ 、 ５ １ ２ ｂ は  
完 全 に 回 動 し て 、 開 く 準 備 が で き て い る 。 次 に 、 上 述 の よ う に 、 ジ ョ ー ５ １ ２ ａ 、 ５ １ ２  
ｂ の 間 に 組 織 を 受 け 入 れ る こ と が で き る よ う に ク リ ッ プ ５ １ １ を 遠 位 方 向 に 前 進 さ せ て 、  
ク リ ッ プ ５ １ １ を 閉 形 態 か ら 開 形 態 に 遷 移 さ せ る 。 押 さ え 管 ５ ２ １ は 、 ク リ ッ プ ５ １ １ に  
対 し て 遠 位 方 向 に 前 進 す る と 、 ク リ ッ プ ５ １ １ を 開 形 態 か ら 閉 形 態 、 組 織 が ジ ョ ー ５ １ ２  
ａ 、 ５ １ ２ ｂ の 間 に 挟 ま れ る 組 織 挟 持 形 態 に 遷 移 す る よ う に 、 押 さ え 管 ５ ２ １ の 壁 が ク リ  
ッ プ ５ １ １ を 径 方 向 に 拘 束 さ れ る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 次 に 、 ク リ ッ プ ５ １ １ は 、 押 さ  
え 管 ５ ２ １ 上 の ロ ッ キ ン グ コ ネ ク タ に ロ ッ ク 可 能 に 係 合 し て 、 ジ ョ ー ５ １ ２ ａ 、 ５ １ ２ ｂ  
を 含 む ク リ ッ プ ５ １ １ を 閉 形 態 、 組 織 挟 持 形 態 に ロ ッ ク す る こ と が で き 、 そ の 後 、 ク リ ッ  
プ 装 置 ５ １ ０ を デ リ バ リ デ バ イ ス ５ ３ ０ か ら 取 り 外 し 、 デ リ バ リ デ バ イ ス は 、 ク リ ッ プ 装  
置 ５ １ ０ を 残 し て 体 か ら 取 り 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ジ ョ ー ５ １ ２ ａ 、 ５ １ ２ ｂ は 、 組 織 の よ り 広 い 領 域 を 挟 持 す る こ と を 容 易 に す る 。 体 液  
の 出 血 ま た は 漏 れ を 減 ら す た め に 、 必 要 に 応 じ て 、 ジ ョ ー ５ １ ２ ａ 、 ５ １ ２ ｂ を 備 え た 複  
数 の ク リ ッ プ を 、 横 に 並 べ て 隙 間 を 少 な く し て 互 い に 近 づ け て 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 デ リ バ リ デ バ イ ス ５ ３ ０ は 、 制 御 部 材 １ ４ 、 内 ラ イ ナ ー １ ９ 、 挿 入 部 材 １ ６ １ 、 お よ び  
外 シ ー ス １ ８ １ を 含 む （ 図 １ ２ Ｆ 参 照 ） 。 外 シ ー ス １ ８ １ は 、 挿 入 部 材 １ ６ １ の 外 面 を 囲  
む よ う に 設 計 さ れ て い る が 、 ク リ ッ プ 装 置 ５ １ ０ を 覆 わ な く て も よ い （ 図 １ ２ Ａ お よ び １  
２ Ｂ 参 照 ） 。 制 御 部 材 １ ４ は 、 内 ラ イ ナ ー １ ９ の 管 路 １ ９ ５ 内 に 配 置 さ れ る よ う に 設 計 さ  
れ 、 内 ラ イ ナ ー ５ １ ０ は 挿 入 部 材 １ ６ １ の 管 路 １ ６ ５ 内 に 配 置 さ れ る よ う に 設 計 さ れ 、 挿  
入 部 材 １ ６ １ は 、 外 シ ー ス １ ８ １ の 管 路 １ ８ ５ 内 に 配 置 さ れ る よ う に 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ク リ ッ プ 装 置 ５ １ ０ は 、 ク リ ッ プ 装 置 ５ １ ０ の 搬 送 お よ び 展 開 の た め に デ リ バ リ デ バ イ  
ス ５ ３ ０ に 離 脱 可 能 に 連 結 さ れ る 。 特 に 、 図 １ ５ Ｄ を 参 照 す る と 、 ク リ ッ プ ５ １ １ の 近 位  
端 ５ １ ７ は 、 制 御 部 材 １ ４ の 遠 位 端 の フ ッ ク コ ネ ク タ ５ ５ １ に 連 結 さ れ る よ う に 設 計 さ れ  
、 押 さ え 管 ５ ２ １ の 近 位 端 ５ ２ ２ は 、 挿 入 部 材 １ ６ １ の 遠 位 端 に あ る ソ ケ ッ ト コ ネ ク タ １  
７ １ に 連 結 さ れ る よ う に 設 計 さ れ る 。 フ ッ ク コ ネ ク タ ５ ５ １ と ク リ ッ プ ５ １ １ の 近 位 端 ５  
１ ７ と の 間 の フ ッ ク 接 続 は 、 上 述 し た フ ッ ク コ ネ ク タ １ ５ １ と 同 じ で あ り 、 し た が っ て 、  
こ こ で は 繰 り 返 し 説 明 し な い 。 同 様 に 、 押 さ え 管 ５ ２ １ の ボ ー ル 状 近 位 端 ５ ２ ２ と ソ ケ ッ  
ト コ ネ ク タ １ ７ １ と の 間 の ボ ー ル ソ ケ ッ ト 接 続 は 、 上 述 の 例 と 同 じ で あ る た め 、 こ こ で は  
繰 り 返 し 説 明 し な い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 １ ６ Ａ ～ １ ６ Ｊ は 、 デ リ バ リ デ バ イ ス ６ ３ ０ に 離 脱 可 能 に 連 結 さ れ た ク リ ッ プ 装 置 ６  
１ ０ を 含 む 例 示 的 な 組 織 ク リ ッ プ シ ス テ ム ６ ０ ０ を 示 す 。 図 １ ６ Ａ お よ び 図 １ ６ Ｂ に 示 す  
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よ う に 、 ク リ ッ プ 装 置 ６ １ ０ は 、 ク リ ッ プ ６ １ １ お よ び 押 さ え 管 ６ ２ １ を 含 む 。 ク リ ッ プ  
装 置 ６ １ ０ は 、 体 内 の 対 象 領 域 へ の ク リ ッ プ 装 置 ６ １ ０ の 搬 送 を 容 易 に す る よ う に 、 図 １  
６ Ａ の デ リ バ リ デ バ イ ス ６ ３ ０ に 押 さ え 管 ６ ２ １ の 管 路 内 で 閉 形 態 で あ る ク リ ッ プ ６ １ １  
が 連 結 さ れ る 。 ク リ ッ プ 装 置 ６ １ ０ は 、 図 １ ６ Ａ の 搬 送 形 態 に あ る も の と し て 説 明 で き る  
。 図 １ ６ Ｂ で は 、 ク リ ッ プ 装 置 ６ １ ０ は 未 だ デ リ バ リ デ バ イ ス ６ ３ ０ に 連 結 さ れ て い る が  
、 ク リ ッ プ ６ １ １ は ク リ ッ プ ア ー ム ６ １ １ が 径 方 向 に 拡 張 し て 開 形 態 に な る よ う に 、 押 さ  
え 管 ６ ２ １ の 遠 位 端 か ら 遠 位 方 向 に 前 進 し て い る 。 言 い 換 え れ ば 、 図 １ ６ Ｂ に お い て 、 ク  
リ ッ プ ６ １ １ は 、 対 象 領 域 に 配 置 さ れ 、 組 織 を 受 け 入 れ て 挟 持 す る た め に 開 形 態 に 遷 移 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 図 １ ６ Ｊ に 示 す よ う に 、 ク リ ッ プ ６ １ １ は 、 遠 位 端 に 連 結 さ れ た 回 動  
可 能 な ジ ョ ー ６ １ ２ ａ 、 ６ １ ２ ｂ を 備 え た ２ つ の ク リ ッ プ ア ー ム ６ １ １ ａ 、 ６ １ １ ｂ を 含  
む 。 回 動 可 能 な ジ ョ ー ６ １ ２ ａ 、 ６ １ ２ ｂ は 、 組 織 を 集 め て 挟 持 す る よ う に 設 計 さ れ て い  
る 。 例 え ば 、 ジ ョ ー ６ １ ２ ａ 、 ６ １ ２ ｂ は 、 組 織 の 教 示 を 容 易 に す る た め の 歯 ６ １ ３ ａ 、  
６ １ ３ ｂ を 有 し て も よ い 。 ジ ョ ー ６ １ ２ ａ 、 ６ １ ２ ｂ を 含 む ク リ ッ プ ６ １ １ は 、 以 下 で よ  
り 詳 細 に 説 明 す る テ ン シ ョ ン ワ イ ヤ ６ １ ８ を さ ら に 含 む こ と を 除 い て 、 ジ ョ ー ５ １ ２ ａ 、  
５ １ ２ ｂ を 含 む ク リ ッ プ ５ １ １ と 実 質 的 に 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ジ ョ ー ６ １ ２ ａ 、 ６ １ ２ ｂ は 、 ク リ ッ プ ア ー ム ６ １ １ ａ 、 ６ １ １ ｂ の 遠 位 端 に 回 動 可 能  
に 連 結 さ れ る 。 例 え ば 、 図 １ ６ Ｊ に お い て 、 リ ベ ッ ト ６ １ ４ ａ 、 ６ １ ４ ｂ は 、 ジ ョ ー ６ １  
２ ａ 、 ６ １ ２ ｂ を ク リ ッ プ ア ー ム ５ １ １ ａ 、 ５ １ １ ｂ に 回 動 可 能 に 連 結 す る た め に 使 用 さ  
れ る 。 リ ベ ッ ト ６ １ ４ ａ は 、 ジ ョ ー ６ １ ２ ａ を ク リ ッ プ ア ー ム ６ １ １ ａ に 回 動 可 能 に 連 結  
す る よ う に 、 ジ ョ ー ６ １ ２ ａ の 開 口 部 お よ び ク リ ッ プ ア ー ム ６ １ １ ａ の 開 口 部 を 通 っ て 延  
び る 。 同 様 に 、 リ ベ ッ ト ６ １ ４ ｂ は 、 ジ ョ ー ６ １ ２ ｂ を ク リ ッ プ ア ー ム ６ １ １ ａ に 回 動 可  
能 に 連 結 す る よ う に 、 ジ ョ ー ６ １ ２ ｂ の 開 口 部 ６ １ ５ ｂ お よ び ク リ ッ プ ア ー ム ６ １ １ ｂ の  
開 口 部 ６ １ ９ を 通 っ て 延 び る 。 ク リ ッ プ ６ １ １ は 、 ジ ョ ー ６ １ ２ を ア ー ム ６ １ １ に 連 結 す  
る た め の リ ベ ッ ト ６ １ ４ の 使 用 に 限 定 さ れ な い 。 ジ ョ ー ６ １ ２ を ア ー ム ６ １ １ に 回 動 可 能  
に 取 り 付 け る た め の 他 の 適 切 な 接 続 機 構 を 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 回 動 可 能 な ジ ョ ー ６ １ ２ の 詳 細 図 は 、 図 １ １ Ａ ～ １ １ Ｆ に も 示 さ れ て い る 。 図 １ ２ Ｃ に  
示 す よ う に 、 ジ ョ ー ６ １ ２ ａ 、 ６ １ ２ ｂ は 、 ク リ ッ プ ア ー ム ６ １ １ ａ 、 ６ １ １ ｂ と 実 質 的  
に 平 行 に な る よ う に 設 計 さ れ 、 搬 送 の た め に 押 さ え 管 ６ ２ １ の 管 路 内 に 係 合 す る 。 押 さ え  
管 ６ ２ １ は 、 ク リ ッ プ ア ー ム ６ １ １ を 径 方 向 に 押 圧 し て 、 図 １ ６ Ａ に 示 す よ う な 閉 形 態 に  
な る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 ク リ ッ プ ア ー ム ６ １ １ は 、 ク リ ッ プ ６ １ １ が 遠 位 方 向 に 前 進  
す る と 、 径 方 向 に 拡 張 し て 開 形 態 に な る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 例 え ば 、 ク リ ッ プ ア ー ム  
６ １ １ は ニ チ ノ ー ル ス プ リ ン グ ア ー ム で あ っ て も よ い 。 押 さ え 管 ６ ２ １ は 、 ジ ョ ー ６ １ ２  
ａ 、 ６ １ ２ ｂ が 押 さ え 管 ５ ２ １ の 管 路 内 に 配 置 さ れ る と き 、 ジ ョ ー ６ １ ２ ａ 、 ６ １ ２ ｂ が  
ク リ ッ プ ア ー ム ６ １ １ ａ 、 ６ １ １ ｂ に 対 し て 回 動 す る こ と を 制 限 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 上 述 の ジ ョ ー ５ １ ２ と 同 様 に 、 ジ ョ ー ６ １ ２ ａ 、 ６ １ ２ ｂ は 、 図 １ １ Ｃ お よ び １ １ Ｄ に  
示 す よ う に 、 ア ー ム ６ １ １ ａ 、 ６ １ １ ｂ の 予 荷 重 に よ り 、 自 動 的 に 回 動 す る よ う に 設 計 さ  
れ て い る 。 し か し 、 ク リ ッ プ ５ １ １ に 関 し て 上 述 し た よ う に 、 ジ ョ ー ６ １ ２ ａ 、 ６ １ ２ ｂ  
が 押 さ え 管 ６ ２ １ の 遠 位 端 に 当 接 し て ジ ョ ー ６ １ ２ が ア ー ム ６ １ １ に 対 し て 完 全 に 回 動 す  
る よ う に 、 ク リ ッ プ ６ １ １ を 後 退 さ せ る 構 成 は 必 須 で は な い 。 こ れ に 代 え て 、 ク リ ッ プ ６  
１ １ が 遠 位 方 向 に 前 進 し て ワ イ ヤ ６ １ ８ に 張 力 を 加 え る と き 、 ジ ョ ー ６ １ ２ ａ 、 ６ １ ２ ｂ  
が ア ー ム ６ １ １ ａ 、 ６ １ １ ｂ に 対 し て 回 動 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 ク リ ッ  
プ ６ １ １ を ワ イ ヤ ６ １ ８ が 引 っ 張 ら れ る 方 向 に 遠 位 方 向 に 前 進 さ せ て 、 ジ ョ ー ６ １ ２ ａ 、  
６ １ ２ ｂ は 、 ア ー ム ６ １ １ ａ 、 ６ １ １ ｂ に 対 し て 完 全 に 旋 回 さ せ る 。 し た が っ て 、 図 １ １  
Ｅ お よ び １ １ Ｆ ６ に 示 す よ う に 、 ジ ョ ー ア ー ム ６ １ １ ａ 、 ６ １ １ ｂ が 完 全 に 開 い て い る と  
き 、 ジ ョ ー ６ １ ２ ａ 、 ６ １ ２ ｂ は 完 全 に 回 動 さ れ る 。
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【 ０ ０ ８ １ 】
　 図 １ １ Ｆ で は 、 上 述 し た よ う に 、 ジ ョ ー ６ １ ２ ａ 、 ６ １ ２ ｂ は 完 全 に 回 動 し て お り 、 ジ  
ョ ー ６ １ ２ ａ 、 ６ １ ２ ｂ の 間 に 組 織 を 受 け 入 れ る た め に 開 形 態 に な っ て い る 。 ジ ョ ー ６ １  
２ ａ 、 ６ １ ２ ｂ が 組 織 を 受 け 入 れ る た め に 配 置 さ れ た 後 、 押 さ え 管 ６ ２ １ を ク リ ッ プ ６ １  
１ に 対 し て 遠 位 方 向 に 前 進 さ せ 、 押 さ え 管 ６ ２ １ は 、 ク リ ッ プ ア ー ム ６ １ １ ａ を 径 方 向 に  
規 制 し て 、 ク リ ッ プ ６ １ １ を 開 形 態 か ら 、 組 織 が ジ ョ ー ６ １ ２ ａ 、 ６ １ ２ ｂ の 間 で 挟 持 さ  
れ る 閉 形 態 に 遷 移 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 閉 形 態 に お け る ク リ ッ プ ６ １ １ の 詳 細 図 が  
図 １ ６ Ｄ に 示 さ れ て い る 。 次 に 、 ク リ ッ プ ６ １ １ は 、 押 さ え 管 ６ ２ １ 上 の ロ ッ キ ン グ コ ネ  
ク タ に ロ ッ ク 可 能 に 係 合 し て 、 ジ ョ ー ６ １ ２ ａ 、 ６ １ ２ ｂ を 含 む ク リ ッ プ ６ １ １ を 閉 形 態  
お よ び 組 織 挟 持 形 態 に ロ ッ ク す る こ と が で き 、 そ の 後 、 ク リ ッ プ 装 置 ６ １ ０ を デ リ バ リ デ  
バ イ ス ６ ３ ０ か ら 取 り 外 し 、 デ リ バ リ デ バ イ ス は 、 ク リ ッ プ 装 置 ６ １ ０ を 残 し て 体 か ら 取  
り 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ジ ョ ー ６ １ ２ ａ 、 ６ １ ２ ｂ は 、 組 織 の よ り 広 い 領 域 を 容 易 に 挟 持 す る 。 必 要 に 応 じ て 、  
体 液 の 出 血 ま た は 漏 れ を 減 ら す た め に 、 ジ ョ ー ６ １ ２ ａ 、 ６ １ ２ ｂ を 備 え た 複 数 の ク リ ッ  
プ を 、 横 に 並 べ て 隙 間 を 少 な く し て 互 い に 近 づ け て 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 デ リ バ リ デ バ イ ス ６ ３ ０ は 、 制 御 部 材 １ ４ 、 内 ラ イ ナ ー １ ９ 、 挿 入 部 材 ６ ６ １ 、 お よ び  
外 シ ー ス ６ ８ １ を 含 む （ 図 １ ６ Ｊ 参 照 ） 。 外 シ ー ス ６ ８ １ は 、 挿 入 部 材 ６ ６ １ の 外 面 を 取  
り 囲 む よ う に 設 計 さ れ て い る が 、 ク リ ッ プ 装 置 ６ １ ０ を 覆 わ な く て も よ い （ 図 １ ６ Ａ お よ  
び １ ６ Ｂ 参 照 ） 。 図 １ ６ Ｄ ～ １ ６ Ｉ の 断 面 図 に 示 す よ う に 、 制 御 部 材 １ ４ は 内 ラ イ ナ ー １  
９ の 管 路 １ ９ ５ 内 に 配 置 さ れ 、 内 ラ イ ナ ー １ ９ は 挿 入 部 材 ６ ６ １ の 管 路 ６ ６ ５ 内 に 配 置 さ  
れ 、 挿 入 部 材 ６ ６ １ は 外 シ ー ス ６ ８ １ の 管 路 ６ ８ ５ 内 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ク リ ッ プ 装 置 ６ １ ０ は 、 図 １ ６ Ａ 、 １ ６ Ｂ 、 お よ び １ ６ Ｄ ～ １ ６ Ｉ に 示 す よ う に 、 ク リ  
ッ プ 装 置 ６ １ ０ の 搬 送 お よ び 展 開 の た め デ リ バ リ デ バ イ ス ６ ３ ０ に 離 脱 可 能 に 連 結 さ れ る  
。 特 に 、 ク リ ッ プ ６ １ １ の 近 位 端 に は 、 ワ イ ヤ の 遠 位 端 上 の ク リ ッ プ 接 続 部 ６ ５ １ に 解 除  
可 能 に 接 続 す る よ う に 設 計 さ れ た フ ォ ー ク 接 続 部 ６ １ ７ を 含 む 。 押 さ え 管 ６ ２ １ の 近 位 端  
も 、 内 部 ス ラ イ ダ ６ ７ ２ を 介 し て 挿 入 部 材 ６ ６ １ の 遠 位 端 に あ る 押 さ え 管 コ ネ ク タ ６ ７ １  
に 離 脱 可 能 に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 フ ォ ー ク 接 続 部 ６ １ ７ と ク リ ッ プ 接 続 部 ６ ５ １ と の 間 の フ ォ ー ク 接 続 は 、 フ ォ ー ク 接 続  
部 ３ １ ２ と ク リ ッ プ 接 続 部 ３ ５ １ に 関 し て 上 述 し た 例 と 同 じ で あ る た め 、 こ こ で は 繰 り 返  
し 説 明 し な い 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 押 さ え 管 ６ ２ １ と 挿 入 部 材 ６ ６ １ と の 間 の 内 部 ス ラ イ ダ 接 続 の 詳 細 図 を 図 ６ Ａ ～ ６ Ｃ お  
よ び 図 １ ６ Ｅ ～ １ ６ Ｉ に 示 す 。 内 部 ス ラ イ ダ 接 続 で は 、 挿 入 部 材 ６ ６ １ の 遠 位 端 に あ る 押  
さ え 管 コ ネ ク タ ６ ７ １ が 、 押 さ え 管 ６ ２ １ の 近 位 端 を 内 部 ス ラ イ ダ ６ ７ １ に よ っ て 摩 擦 に  
よ り 把 持 す る 。 押 さ え 管 コ ネ ク タ ６ ７ １ は 、 ば ね に よ り 内 側 に 付 勢 さ れ て い る が 、 押 さ え  
管 ６ ２ １ の 内 面 を 内 部 ス ラ イ ダ ６ ７ １ に よ っ て 摩 擦 に よ り 把 持 す る こ と が で き る 。 図 ６ Ａ  
に 示 す よ う に 、 押 さ え 管 ６ ２ １ は 、 ス ラ イ ダ ６ ７ ２ を 含 む 押 さ え 管 コ ネ ク タ ６ ７ １ に よ っ  
て ク リ ッ プ ６ １ １ の 近 位 端 で 解 放 可 能 に 保 持 さ れ る 。 同 様 に 、 ク リ ッ プ 接 続 部 ６ ５ １ は 、  
図 ６ Ａ の ク リ ッ プ ６ １ １ の 近 位 端 で フ ォ ー ク 接 続 部 ６ １ ７ に よ っ て 保 持 さ れ る 。 上 述 の よ  
う に 、 制 御 部 材 １ ４ を 近 位 方 向 に 後 退 さ せ る こ と に よ り 、 押 さ え 管 コ ネ ク タ ６ ７ １ は 押 さ  
え 管 ６ ２ １ か ら 外 さ れ る 。 制 御 部 材 １ ４ の 引 き 続 き 後 退 さ せ る こ と に よ っ て 、 図 ６ Ｂ に 示  
す よ う に 、 ク リ ッ プ 接 続 部 ６ ５ １ が 押 さ え 管 コ ネ ク タ ６ ７ １ お よ び 内 部 ス ラ イ ダ ６ ７ ２ の  
内 部 管 路 を 通 し て 牽 引 さ れ 、 ク リ ッ プ 接 続 部 ６ ５ １ が 内 部 ス ラ イ ダ ６ ７ ２ の ア ー ム ６ ７ ２  
ａ 、 ６ ７ ２ ｂ に 当 接 し 、 内 部 ス ラ イ ダ を 押 さ え 管 コ ネ ク タ ６ ７ １ に 対 し て 近 位 方 向 に 引 っ  
張 る 。 内 部 ス ラ イ ダ ６ ７ ２ が 押 さ え 管 コ ネ ク タ ６ ７ １ の 近 位 端 に 移 動 す る と 、 ば ね に よ り  
内 側 に 付 勢 さ れ た 押 さ え 管 コ ネ ク タ ６ ７ １ が 径 方 向 内 側 に 移 動 し て 解 放 さ れ 、 押 さ え 管 ６  
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２ １ の 内 部 を 摩 擦 で 掴 ま な く な る 。 そ の 後 、 制 御 部 材 １ ４ を 引 き 続 け る と 、 押 さ え 管 コ ネ  
ク タ ６ ７ １ が 押 さ え 管 ６ ２ １ の 端 部 か ら 近 位 方 向 に 移 動 し 、 図 ６ Ｃ に 示 す よ う に 、 押 さ え  
管 ６ ２ １ が 挿 入 部 材 ６ ６ １ の 押 さ え 管 コ ネ ク タ ６ ７ １ か ら 完 全 に 解 放 さ れ る 。 押 さ え 管 コ  
ネ ク タ ６ ７ １ お よ び 内 部 ス ラ イ ダ ６ ７ ２ は 、 フ ォ ー ク 接 続 部 ３ １ ２ （ ６ １ ７ と 同 じ で あ る  
） 、 な ら び に 以 下 に 説 明 す る 代 替 フ ォ ー ク 接 続 部 ７ ５ １ と 互 換 性 が あ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ク リ ッ プ 装 置 ６ １ ０ を 含 む ク リ ッ プ シ ス テ ム ６ ０ ０ は 、 大 き な 穿 孔 、 欠 損 、 お よ び 瘻 孔  
の 挟 持 が 可 能 で あ る だ け で な く 、 単 純 な 作 用 を 含 み 、 ク リ ッ プ 装 置 ６ １ ０ は よ り 短 く て も  
よ い 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 上 述 の よ う に 、 ク リ ッ プ の 近 位 端 は 、 フ ッ ク コ ネ ク タ 、 フ ォ ー ク 接 続 部 、 ま た は 任 意 の  
他 の 適 切 な 解 放 可 能 な 接 続 を 介 し て ク リ ッ プ 接 続 部 に 離 脱 可 能 に 連 結 さ れ 得 る 。 図 ２ Ａ ～  
２ Ｃ の フ ッ ク コ ネ ク タ １ ５ １ 、 お よ び 図 ３ Ａ ～ ３ Ｃ の フ ォ ー ク 接 続 部 ３ １ ２ は 、 上 述 さ れ  
て い る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 図 ４ に 挿 入 部 材 の 遠 位 端 に お け る ク リ ッ プ 接 続 部 と ク リ ッ プ の 近 位 端 と の 間 に お け る ク  
リ ッ プ を 解 放 可 能 な 接 続 の 別 の 例 示 的 な 態 様 を 示 す 。 図 ４ は 、 フ ォ ー ク 接 続 部 ７ ５ １ が 制  
御 部 材 １ ４ の 遠 位 端 に 形 成 さ れ 、 キ ャ ッ チ ７ １ ７ が ク リ ッ プ ５ １ １ の ク リ ッ プ ア ー ム ５ １  
１ ａ 、 ５ １ １ ｂ の 近 位 端 に 形 成 さ れ る 代 替 の フ ォ ー ク 接 続 を 示 す 。 こ の ク リ ッ プ 接 続 は 、  
図 ３ Ａ ～ ３ Ｃ に 関 し て 上 述 し た の と 同 じ 方 法 で 解 放 さ れ る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 例 え ば  
、 ク リ ッ プ ５ １ １ が 一 度 押 さ え 管 ５ ２ １ に ロ ッ ク さ れ る と 、 制 御 部 材 １ ４ は 近 位 方 向 に 後  
退 し て 、 ク リ ッ プ ５ １ １ の 近 位 端 に あ る キ ャ ッ チ ７ １ ７ を 制 御 部 材 １ ４ の 近 位 方 向 へ の 牽  
引 に 応 じ て 拡 張 可 能 な フ ォ ー ク 接 続 部 ７ ５ １ か ら 解 放 す る こ と が で き る 。 フ ォ ー ク 接 続 部  
７ ５ １ は 、 押 さ え 管 ５ ２ １ が 押 さ え 管 コ ネ ク タ １ ７ １ か ら 解 放 さ れ る 前 に 、 ク リ ッ プ ５ １  
１ の キ ャ ッ チ ７ １ ７ を 解 放 す る よ う に 同 様 に 設 計 さ れ て い る 。 代 替 の フ ォ ー ク 接 続 部 ７ ５  
１ お よ び キ ャ ッ チ ７ １ ７ が 回 動 可 能 な ジ ョ ー ク リ ッ プ ５ １ １ 上 に 図 示 さ れ て い る が 、 代 替  
の フ ォ ー ク 接 続 は 、 本 明 細 書 に 開 示 さ れ る 実 施 形 態 の い ず れ か と 共 に 使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 上 述 し た と と も に 図 ５ Ａ ～ ５ Ｃ 、 ６ Ａ ～ ６ Ｃ 、 ７ Ａ ～ ７ Ｄ 、 お よ び ８ Ａ ～ ８ Ｅ に 示 す よ  
う に 、 押 さ え 管 の 近 位 端 は 、 ボ ー ル お よ び ソ ケ ッ ト 、 摩 擦 ス ラ イ ダ 、 楔 ジ ョ ー 、 ま た は 破  
断 、 あ る い は そ の 他 の 適 切 な 取 り 外 し 可 能 な コ ネ ク タ を 介 し て 挿 入 部 材 の 押 さ え 管 コ ネ ク  
タ に 離 脱 可 能 に 連 結 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 図 ９ Ａ ～ ９ Ｃ は 、 屈 曲 性 シ ー ト 接 続 を 使 用 す る 代 替 の 解 放 可 能 な 押 さ え 管 コ ネ ク タ を 示  
し て い る 。 図 ９ Ａ ～ ９ Ｃ に 示 す よ う に 、 押 さ え 管 ４ ２ １ は 、 屈 曲 性 シ ー ト コ ネ ク タ ４ ７ ２  
を 介 し て 挿 入 部 材 ４ ６ １ に 離 脱 可 能 に 連 結 さ れ る 。 図 ９ Ａ に 示 す よ う に 、 屈 曲 性 シ ー ト コ  
ネ ク タ ４ ７ ２ は 、 挿 入 部 材 ４ ６ １ の 遠 位 端 ４ ７ １ の 開 口 部 ４ ７ ３ と 、 押 さ え 管 ４ ２ １ の 近  
位 端 の 開 口 部 ４ ２ ２ と を 通 っ て 延 び る 。 屈 曲 性 シ ー ト コ ネ ク タ ４ ７ ２ は 、 挿 入 部 材 ４ ６ １  
の 遠 位 端 ４ ７ １ お よ び 押 さ え 管 ４ ２ １ の 近 位 端 の 両 方 に わ た っ て 曲 げ ら れ て 、 挿 入 部 材 ４  
６ １ お よ び 押 さ え 管 ４ ２ １ を 共 に 保 持 す る 。 制 御 部 材 １ ４ は 、 屈 曲 性 シ ー ト コ ネ ク タ ４ ７  
２ に 対 し て 遠 位 方 向 お よ び 近 位 方 向 に 移 動 可 能 に 、 屈 曲 性 シ ー ト の 開 口 部 ４ ７ ２ ａ を 通 っ  
て 延 在 す る 。 制 御 部 材 １ ４ は 、 そ の 遠 位 端 に フ ッ ク コ ネ ク タ １ ５ １ を 含 む 。 図 ９ Ａ ～ ９ Ｃ  
に は 示 さ れ て い な い が 、 フ ッ ク コ ネ ク タ １ ５ １ は 、 上 述 の よ う に 、 ク リ ッ プ １ １ １ の 近 位  
端 １ １ ４ と 係 合 す る 。 フ ッ ク コ ネ ク タ １ ５ １ は 、 制 御 部 材 １ ４ よ り も 外 径 が 大 き く 、 屈 曲  
性 シ ー ト コ ネ ク タ ４ ７ ２ の 開 口 部 ４ ７ ２ ａ を 通 過 で き な い 。 図 ９ Ｂ に 示 す よ う に 、 屈 曲 性  
シ ー ト コ ネ ク タ ４ ７ １ を 押 さ え 管 ４ ２ １ か ら 外 す た め に 、 制 御 部 材 １ ４ は 、 フ ッ ク コ ネ ク  
タ １ ５ １ が 屈 曲 性 シ ー ト コ ネ ク タ ４ ７ ２ の 遠 位 面 に 当 接 し 、 屈 曲 性 シ ー ト コ ネ ク タ ４ ７ ２  
を 変 形 さ せ る よ う に 近 位 方 向 に 後 退 す る 。 フ ッ ク コ ネ ク タ １ ５ １ は 、 図 ９ Ｂ お よ び ９ Ｃ に  
示 す よ う に 、 屈 曲 性 シ ー ト コ ネ ク タ ４ ７ ２ を 、 押 さ え 管 ４ ２ １ の 近 位 端 の 開 口 部 ４ ２ ２ お  
よ び 挿 入 部 材 ４ ６ １ の 遠 位 端 部 ４ ７ １ の 開 口 部 ４ ７ ３ か ら 押 し 出 す 。 こ れ に よ り 、 挿 入 部  
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材 ４ ６ １ の 先 端 部 ４ ７ １ か ら 押 さ え 管 ４ ２ １ が 外 れ る 。 屈 曲 性 シ ー ト コ ネ ク タ ４ ７ ２ は 、  
放 射 状 ア ー ム ク リ ッ プ ４ １ １ お よ び フ ッ ク コ ネ ク タ １ ５ １ と と も に 図 示 し て い る が 、 屈 曲  
性 シ ー ト コ ネ ク タ ４ ７ ２ は 、 本 明 細 書 に 開 示 さ れ た 実 施 形 態 の い ず れ か と 共 に 使 用 さ れ 得  
る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 上 述 の よ う に 、 ク リ ッ プ は 、 押 さ え 管 に ロ ッ ク 係 合 し て 、 ク リ ッ プ を 閉 形 態 、 組 織 挟 持  
形 態 で 押 さ え 管 に ロ ッ ク す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 例 え ば 、 ク リ ッ プ は 、 ク リ ッ プ を 閉  
形 態 に ロ ッ ク す る た め に 、 押 さ え 管 に 含 ま れ る 第 ２ コ ネ ク タ と 係 合 す る よ う に 設 計 さ れ た  
第 １ コ ネ ク タ を 含 ん で も よ い 。 ク リ ッ プ が 開 形 態 か 閉 形 態 か に 関 わ ら ず 、 ク リ ッ プ に 備 え  
る 第 １ の コ ネ ク タ は 、 押 さ え 管 の 管 路 内 に 配 置 さ れ る 。 例 示 的 な ロ ッ ク 機 構 お よ び 構 造 は  
、 図 １ ７ Ａ ～ １ ７ Ｄ お よ び １ ８ Ａ ～ １ ８ Ｅ に 図 示 し 、 以 下 で 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 図 １ ７ Ａ ～ １ ７ Ｄ は 、 放 射 状 ク リ ッ プ ア ー ム 構 造 の い ず れ か を 閉 形 態 、 組 織 挟 持 形 態 で  
、 押 さ え 管 に ロ ッ ク す る た め の 例 示 的 な ロ ッ ク 機 構 を 示 す 。 図 １ ７ Ａ は 、 押 さ え 管 ３ ２ １  
の 壁 が ロ ッ ク 突 起 ３ ２ ３ を 含 む 押 さ え 管 ３ ２ １ の 分 解 図 を 示 す 。 図 １ ７ Ｂ に 示 す よ う に 、  
ク リ ッ プ ３ １ １ は 、 ク リ ッ プ ３ １ １ の 近 位 端 の 近 く に 連 結 さ れ た ク リ ッ プ 接 続 部 ３ １ ３ を  
含 む 。 例 え ば 、 ク リ ッ プ 接 続 部 ３ １ ３ は 、 ク リ ッ プ ３ １ １ の 近 位 端 の 近 く に 溶 接 さ れ て い  
て も よ い 。 ク リ ッ プ ３ １ １ は 、 ク リ ッ プ 接 続 部 ３ １ ３ が 押 さ え 管 ３ ２ １ の ロ ッ ク 突 起 ３ ２  
３ ａ 、 ３ ２ ３ の 遠 位 側 に あ る 間 、 押 さ え 管 ３ ２ １ に 対 し て 遠 位 お よ び 近 位 に 摺 動 可 能 に 設  
計 さ れ て い る 。 ク リ ッ プ ３ １ １ が 組 織 を 挟 持 す る た め に 配 置 さ れ た 後 、 制 御 部 材 １ ４ を 近  
位 方 向 に 後 退 さ せ て 、 ク リ ッ プ ３ １ １ を 押 さ え 管 ３ ２ １ に 対 し て 近 位 方 向 に 移 動 さ せ る こ  
と に よ り 、 ク リ ッ プ ３ １ １ を 押 さ え 管 ３ ２ １ に ロ ッ ク す る こ と が で き る 。 後 退 の 結 果 、 ク  
リ ッ プ 接 続 部 ３ １ ３ は 、 押 さ え 管 ３ ２ １ の ロ ッ ク 突 起 ３ ２ ３ ａ 、 ３ ２ ３ ｂ を 通 過 す る 。 図  
１ ７ Ｃ に 示 す よ う に 、 ロ ッ ク 突 起 ３ ２ ３ ａ 、 ３ ２ ３ ｂ は 、 ク リ ッ プ 接 続 部 ３ １ ３ が 通 過 可  
能 に 、 径 方 向 外 向 き に 拡 張 ま た は 変 形 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 次 に 、 ロ ッ ク 突 起 ３ ２  
３ ａ 、 ３ ２ ３ ｂ が パ チ ン と 閉 じ て （ 例 え ば 、 突 起 ３ ２ ３ ａ 、 ３ ２ ３ ｂ が 元 の 位 置 に 向 か っ  
て 径 方 向 内 側 に 移 動 し て ） 、 図 １ ７ Ｄ に 示 す よ う に 、 ク リ ッ プ ３ １ １ を 押 さ え 管 ３ ２ １ に  
ロ ッ ク す る 。 そ の 結 果 、 ク リ ッ プ ３ １ １ は 閉 形 態 、 組 織 挟 持 形 態 に ロ ッ ク さ れ る 。 次 に 、  
上 述 の よ う に 、 ク リ ッ プ 装 置 を デ リ バ リ デ バ イ ス か ら 取 り 外 す こ と が で き る 。 図 １ ７ Ａ ～  
１ ７ Ｄ に 示 す ロ ッ ク 機 構 は 、 上 述 し た 放 射 状 ク リ ッ プ ア ー ム 構 造 （ 例 え ば 、 １ １ １ 、 ２ １  
１ 、 ま た は ３ １ １ ） の い ず れ か と 一 緒 に 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 図 １ ８ Ａ ～ １ ８ Ｅ は 、 閉 形 態 、 組 織 挟 持 形 態 に お け る 、 回 動 可 能 な ジ ョ ー ク リ ッ プ ア ー  
ム 構 造 の い ず れ か を 押 さ え 管 に ロ ッ ク す る た め の 例 示 的 な ロ ッ ク 機 構 を 示 す 。 図 １ ８ Ａ は  
、 押 さ え 管 ５ ２ １ が ロ ッ ク コ ネ ク タ ５ ２ ３ を 含 み 、 ク リ ッ プ ア ー ム ５ １ １ ａ 、 ５ １ １ ｂ が  
そ れ ぞ れ ロ ッ ク 歯 ５ ２ ０ ａ 、 ５ ２ ０ ｂ を 含 み 、 ク リ ッ プ 装 置 ５ １ １ が ロ ッ ク ス ラ イ ダ ５ ２  
４ を 含 む 、 ク リ ッ プ シ ス テ ム ５ ０ ０ の 断 面 図 を 示 す 。 図 １ ８ Ａ で は 、 ク リ ッ プ ア ー ム ５ １  
１ ａ 、 ５ １ １ ｂ は 、 搬 送 形 態 に お い て 未 だ 押 さ え 管 ５ ２ １ の 管 路 内 に 配 置 さ れ て い る 。 図  
１ ８ Ｂ で は 、 ジ ョ ー ５ １ ２ ａ 、 ５ １ ２ ｂ は 、 押 さ え 管 ５ ２ １ か ら 解 放 さ れ て お り 、 ば ね 作  
用 に よ っ て わ ず か に 回 転 し 始 め て い る 。 ま た 、 ロ ッ ク ス ラ イ ダ ５ ２ ４ は 、 フ ォ ー ク 接 続 部  
７ ５ １ に よ っ て 遠 位 方 向 に 前 進 す る よ う に 押 さ れ て い る 。 ク リ ッ プ ５ １ １ は 、 図 １ ８ Ｃ の  
近 位 方 向 に 後 退 し 、 こ れ に よ り 、 ジ ョ ー ５ １ ２ が 押 さ え 管 ５ ２ １ の 遠 位 端 に 当 接 し 、 ジ ョ  
ー が ク リ ッ プ ア ー ム ５ １ １ ａ 、 ５ １ １ ｂ に 対 し て 完 全 に 回 動 す る 。 図 １ ８ Ｄ で は 、 ク リ ッ  
プ ５ １ １ が 遠 位 方 向 に 前 進 し て 、 組 織 を ク リ ッ プ す る た め に ク リ ッ プ ５ １ １ を 開 形 態 に 展  
開 す る 。 ロ ッ ク ス ラ イ ダ ５ ２ ４ は 、 同 様 に 、 図 １ ８ Ｄ に お い て 遠 位 方 向 に 前 進 し て い る （  
例 え ば 、 ク リ ッ プ ５ １ １ が 前 進 す る と き 、 フ ォ ー ク 接 続 部 ７ ５ １ に よ っ て 押 さ れ る た め ）  
。 こ れ に よ り 、 押 さ え 管 ５ ２ １ の ロ ッ ク コ ネ ク タ ５ ２ ３ の 所 定 の 位 置 に ロ ッ ク さ れ る 。 す  
る と 、 ク リ ッ プ ５ １ １ が 開 形 態 か ら 図 １ ８ Ｄ に 示 さ れ る 閉 形 態 、 組 織 挟 持 形 態 に 遷 移 す る  
。 次 に 、 ク リ ッ プ ５ １ １ を 近 位 方 向 に 後 退 さ せ て 、 ク リ ッ プ ア ー ム ５ １ １ ａ 、 ５ １ １ ｂ の  
ロ ッ ク 歯 ５ ２ ０ ａ 、 ５ ２ ０ ｂ が ロ ッ ク ス ラ イ ダ ５ ２ ４ の 内 側 で ロ ッ ク 係 合 し 、 ク リ ッ プ ５  
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１ １ を 閉 形 態 で 押 さ え 管 ５ ２ １ に ロ ッ ク す る 。 図 １ ８ Ａ ～ １ ８ Ｅ に 示 す ロ ッ ク 機 構 は 、 上  
述 の 放 射 状 ク リ ッ プ ア ー ム 構 造 （ 例 え ば 、 ５ １ １ ま た は ６ １ １ ） の い ず れ か と 一 緒 に 使 用  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 上 記 の 装 置 お よ び 方 法 の 図 示 さ れ た 例 示 的 な 実 施 形 態 は 、 例 示 を 意 図 す る も の で あ り 、  
限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ れ ぞ れ 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 解 除 可 能 な ク リ  
ッ プ 接 続 構 造 は 、 さ ま ざ ま な 解 除 可 能 な 押 さ え 管 接 続 構 造 の い ず れ か と 組 み 合 わ せ る こ と  
が で き る 。 同 様 に 、 放 射 状 ジ ョ ー ク リ ッ プ ア ー ム 構 造 は 交 換 可 能 で あ る 。 本 発 明 の 精 神 お  
よ び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 様 々 な 変 更 を 行 う こ と が で き る 。
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【 図 面 】
【 図 １ Ａ 】 【 図 １ Ｂ 】

【 図 １ Ｃ 】 【 図 ２ Ａ 】
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【 図 ２ Ｂ 】 【 図 ２ Ｃ 】

【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】

【 図 ３ Ｃ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ Ａ 】 【 図 ５ Ｂ 】

【 図 ５ Ｃ 】 【 図 ６ Ａ 】
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【 図 ６ Ｂ 】 【 図 ６ Ｃ 】

【 図 ７ Ａ 】 【 図 ７ Ｂ 】
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【 図 ７ Ｃ 】 【 図 ７ Ｄ 】

【 図 ８ Ａ 】 【 図 ８ Ｂ 】
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【 図 ８ Ｃ 】 【 図 ８ Ｄ 】

【 図 ８ Ｅ 】 【 図 ９ Ａ 】

【 図 ９ Ｂ 】 【 図 ９ Ｃ 】
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【 図 １ ０ Ａ 】 【 図 １ ０ Ｂ 】

【 図 １ ０ Ｃ 】 【 図 １ ０ Ｄ 】
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【 図 １ ０ Ｅ 】 【 図 １ ０ Ｆ 】

【 図 １ １ Ａ 】 【 図 １ １ Ｂ 】
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【 図 １ １ Ｃ 】 【 図 １ １ Ｄ 】

【 図 １ １ Ｅ 】 【 図 １ １ Ｆ 】

【 図 １ ２ Ａ 】 【 図 １ ２ Ｂ 】
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【 図 １ ２ Ｃ 】 【 図 １ ２ Ｄ 】

【 図 １ ２ Ｅ 】 【 図 １ ２ Ｆ 】
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【 図 １ ３ Ａ 】 【 図 １ ３ Ｂ 】

【 図 １ ３ Ｃ 】 【 図 １ ３ Ｄ 】
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【 図 １ ３ Ｅ 】 【 図 １ ３ Ｆ 】

【 図 １ ４ Ａ 】 【 図 １ ４ Ｂ 】
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【 図 １ ４ Ｃ 】 【 図 １ ４ Ｄ 】

【 図 １ ４ Ｅ 】 【 図 １ ４ Ｆ 】
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【 図 １ ４ Ｇ 】 【 図 １ ５ Ａ 】

【 図 １ ５ Ｂ 】 【 図 １ ５ Ｃ 】
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【 図 １ ５ Ｄ 】 【 図 １ ６ Ａ 】

【 図 １ ６ Ｂ 】 【 図 １ ６ Ｃ 】
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【 図 １ ６ Ｄ 】 【 図 １ ６ Ｅ 】

【 図 １ ６ Ｆ 】 【 図 １ ６ Ｇ 】
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【 図 １ ６ Ｈ 】 【 図 １ ６ Ｉ 】

【 図 １ ６ Ｊ 】 【 図 １ ７ Ａ 】
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【 図 １ ７ Ｂ 】 【 図 １ ７ Ｃ 】

【 図 １ ７ Ｄ 】 【 図 １ ８ Ａ 】
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【 図 １ ８ Ｂ 】 【 図 １ ８ Ｃ 】

【 図 １ ８ Ｄ 】 【 図 １ ８ Ｅ 】
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